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,

の
市
場
成
立
が
順
調
で
あ
り
、
特
に
十
九
世
紀
庫
業
革
命
期
に
農
村
か
ら

•

近
代
都
市
化
す
る
も
の
の
比
率
が
大
で
あ
る
。
.

、

(

55) 
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g
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-Eterliche 

Weltwirtschaft, 
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d
e

 

einer weltwirtschaftsDeriae, 

1933, 

S
S
.
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i
m
'

':-

皆 tte!alter,\.Hansische 

Geschichtsb.Htter, 

Bd.. 

72 

,'1
9
5
4
,

资

：
ヤ
6
3
..-
こ

の

冲

で

ア

，
ム

>

 ̂

ン
の
欺
維
工
業
の
国
際
市 

.

,場
に
お
け
.る
伸
張
ぶ
0
を

見
_
に

描

い

て

い

る

。

、
ま

た

こ

れ

，
，
に

.続
い
て
北
瓜
と
英
国
の
発
展.ぶ
り
.が
、
、
僅
.か
な
：が
：ら
、
中
世
後
期
に
私
い
て
み
ら
れ
る
。
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大

塚

久

雄「

オ
ラ
ン
ダ
型
.貿
易
国
家
の
生
成—

絶
対
主
政
，の
構
造
的
停
馓
の
：一
類
型

」

(

60) 

G...Heitz, 

a..; a. 

P
.
.
.
.
S
S
,
.
.

110
1
l
l
r

.A.'Kunzer.a. 

a'o., .SS. 

7
6
—

1.17. 

.V

(

61)

諸

田

実

，

「

中
世
末
期
に
お
け
る
ド
ィ
ツ
鉱
山
業
の
繁
栄
と
そ
の
特
質

」

^ 1
業
論
集
ニ
十
六
卷
ー
号* Johann. 

M
i
r
,

 

?
 

I

t

l

l

der 

deutschen Mittelgebirge, 

1938, 

SS, 

317-37.

(

62)
0
'
H
e
i
t
z
,

 

a
.a.p;ss. 1

1
0
—

l
l
L

松

尾

展

成「

ザ
ク
セ
ン
.麻
織
業
に
：お
也
る
ッ
ン.フ
ト
的
邕
藥
跳
占
の1?
:
編
成」

ニ
士
ハ
~
ー
ー
ー
：
十

七
.頁

。

(

6 3)

大
塚
前
掲
論
文
。
.こ
こ
で
提
起
さ
加
た
撤
卷
停
滞
的
近
代
化
の
タ
ィ
プ

.

は
、
明
ら
か
に
、.
い
わ
ゆ
る
資
本
主
義
成
立
の
一
一
つ
の
道
の
、
上
か
ら
の
道
の
主 

導
下
の
特
殊
な
共
存
と
で
も
い
.

う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
襖
村
都
市
の
中
世
都
市
化
に
そ

.

の
矛
盾
的
性
格
を
、
象
徵
的
に
示
^

て
ぃ
.

る
。

ア
メ
リ
カ
中
西
部
に
.お
け
る
商
業
的
農
業
の
展
開

.

.
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岡

由

泰

男
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•

十
九
世
紀
中
葉
の
ア

メ
リカ

.中
西
部
、
と
く
に
旧
北
西
部
t
h(T
>O

l
d

 

N
o
r
t
h
w
e
s
t

と
ょ
，ば
れ
る
オ
ハ
イ
オ
、
イ
ゾ

デ
ィ
ア
ナ
、
イ
リ
ノ
イ
、
ミ 

V

ガ
ン
、
ゥ
ィ
ス
コ
'ン
シ
ン
.の
地
方
は
、
.フ
.ロ
ン
テ
ィ
ア
の
時
期
を
過
ぎ
つ
つ
あ
っ(

た)

。
そ
れ
は
農
業
の
面
か
ら
見
れ
ば
、
自
給
的
農
業
か
.ら
商 

業
的
農
業
へ
の
転
換
期
に
あ
っ
た
、
と
い
ぅ
こ
と
が
で
き'

る)

。
十
九
世
紀
後
半
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
農
業
生
産
.の
中
心
地
域
と
な
っ
た
中
西
部 

に
、
，商
業
的
農
業
が
当
初
い
か

に
展
開
し
.た
か

を

.、生
産
物
お
ょ
び
.

経
営
の
.一
一
つ
の
観
点
か
^
、.
具
体
的
に
追
求
す
る
こ
と
が
本
論
文
の
目
的
で 

あ
る
。
す
な
わ
^
、
'
い
か
な
る
作
物
が
商
品
と
な
っ
た
か
、
.い
か
な
る
農
民
が
商
品
生
産
を
推
進
さ
.

せ
た
.か
、
と
い
ぅ
こ
と
で
あ
る
。
.

主
な
史
料
と
し
て「

掩
許
局
長
報
告
書
.

」
H
e
p
o
r
t
o
f
.
t
h
e
o
o
m
m
i
s
s
i
o
n
e
r

 

of P
a
t
e
n
t
s

に
お
さ
め
ら
れ
た「

農
事
調
i
及
び
回
答」

>&:
 

cultural 

Circular 

and..: Replies:'

を
使
用
す
る
。
.
一
八
六
ニ
年
，
農
.務
省
が
設
置
さ
れ
'る
以
前
：は
、
.;
.
:合
衆
国
に
お
い
て
農
業
.に
関
す
る
事
柄
ば 

内
務
省
：(

.一
八
四
九
年
以
前
は
国
務
省
管
下)

特
W
局
が
あ
つ
か
っ
て
お
り
、
.右
は
特
許
局
長
か
ら
各
地
の
農
業
協
会
な
ど
に
お
ぐ
ら
れ
た
、
作
勿
、
 

家
畜
、
耕
作
法
、:'
病
虫
害
対
策
そ
の
他
に
つ
：い
：て
の
質
間
へ
の
回
：答
を
あ
へ
つ
め
.た
も
.の
で
4̂

。

.
:
'

.
ア
.メ
リ
力
中
四
部
.に

お
..け

る

商-#
的

農

業

の

展

開
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> S

北

西

部

お

け

る

：：マ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
時
期
は
''
;太

体
1
八
四
〇
年
頃
ま(

で
ど
考
え
ら
れ
て
い
：る
。

』

身

，
1
1
0
.
, 

T

r

O
ld 

N
o
r
t
h
l
s
t
:

 

Pioneer 

Period, 

1815-1840, 

2 Vols. 

(Indiana 

Univ.. Press, 

1950) 

■

(

2)
こ
'の
用
語
は Bidwell, 

R
W
;

 a
n
d

 

Falconer, 

0̂ 

U
n
i
t
e
d

 States, 

1
6
2
0

丨
loo
6
0( W

a
s
h
.

 

1925,

.

r
e
p
r
.
1
9
4
1
)

に
ょ
っV

i

各
。.Bi

d
w
e
H
k
^

 

"
s
e
s
u
l
e
n
c
y

 on the

こ
の
報
告
書
は
一
八
三
七
年
か
ら
一
八
六
一
年
ま
で
出
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
が
利
用
し
得
た
0
は
一
八
四
七〜

六
一
年
の
分
で
あ
る
。

ー
八
パ
ー
rヰ
以 

降
は
農
務
省
か
ら
同
じ
体
裁
の
報
告
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。「

農
業
調
査
及
び
回
答
"-

は
、
'
 

ー.八
五
：
ー：、
五
一
ー
年
度
の
分
が
、
'
 

州
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
.て
い
て 

利
用
し
ー
や
ず
い
"
質
問
書
.が
送
^
れ
た
の
■は
、：

農
業
協
会
".農
民
ク
ラ
ブ
等
の
役
員
や
名
の
知
ら
れ
た
プ
ラ
ン
'タ
ー
V.:

農
民
で
、
彼
等
に
ょ
づ
て
ま
に
近
隣
の 

「

農
段
の
手
に
配
ら
れ
た
。
，こ
の
点
に
つ
い
て
、ipatent’Report,: 
1
00
4
00
,

 
p.'l
gi
 
1

00
51
,
 

p. 395 :(

以
下「

報
告
書」

を
上
記
の
如
く
略
記
す
る)

に
記
事
が 

あ
る
。
質
問
の
内
容
.は
例
え
ば
小
麦
.に
つ
い
て
、
肥
料
使
用
の
有
無
、
そ
の
効
果
、
平
為
収
獲
量
、
播
種
、
収
獲
の
時
期
、
播
種
量
、
.耕
起
の
回
数
と
深
さ
、
 

収
獲
が
以
前
ょ
り
増
大
し
て
い
る
か
減
少
し
て
い
る
か
、
犏
作
、
病
虫
害
対
策
、.：就
格
等
々
で
あ
る
。
史
料
価
値
に
つ
い
て
は
、
W.
PU
I

U
目
^
 

op. 

cit, p. 
4
600
あ
.る
い
は 

Gates, p. w.. 
T
h
e

 

F
a
m
e
r
V

 A
g
e
:

 

Agriculture, 

100
1
5
-
1
00
6
0(N.Y., 

1960)，
p. 335 

を
参
照
。
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商
業
的
農
業
の
展
開
に
あ
た
っ
て
、
い
か
な
る
生
産
物
が
商
品
と
な
っ
た
か
を
考
察
す
る
前
に
、

一
応
通
説
に
し
た
が
.っ
て
、
こ
の
地
方
の
地 

理
的
条
件
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
開
拓
の
進
展
に
も
っ
と
も
影
響
す
る
の
は
自
然
的
植
生
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
か
ら
、■:
㈠
イ
リ
ノ
イ
、
イ
ン
デ
ィ 

ア
ナ
南
部
の
如
き
森
林
地
帯
、
㈡
イ
リ
ノ
イ
中
央
部
か
ら
西
方
に
拡
が
る
大
草
原
地
帯
、
㈢

ミ
シ
ガ
シ
、
ゥ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
南
部
に
見
ら
れ
る
如 

き
森
林
と
草
原
と
.の
混
合
地
帯
、
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

開
拓
が
最
初
1
お
こ
な
.わ
れ
た
の
は
(-
)

の
森
林
地
帯
で
あ
っ
て
バ
南
部
か
ら
の
ー
移
住
者
が
多
い
。
，開
墾
当
初
、
小
麦
は
土
壌
の
養
分
の
関
係
で 

苤
ば
か
り
成
長
し
す
ぎ
る
の
で
、
と
ぅ
も
ろ
こ
し
が
栽
培
さ
れ
、
豚
が
飼
育
さ
れ
た
。
こ
の
地
帯
に
あ
っ
て
は
開
拓
農
民
の
経
済
は
自
給
自
足
的 

色
彩
が
濃
い
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
㈡

の
.大
草
原
地
帯
の
開
拓
は
、
鉄
道
が
開
通
し
た
後
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
㈠

の
つ
ぎ
に
丈
旨
の

地
帯
が
開
拓
：さ
れ
た
。

こ
こ
に
.

は
北
東
部
か
ら
の
，移
住
者
が
多
く
、
森
林
と
草
原
.

と
が
適
当
に
混
在
し
て
い
.

る
場
所
に
、
好
ん
で
農
場
が
つ
く
ら

.

れ
た
。
こ
こ
で
は
商
品
作
物
と
し
て
の
小
麦
が
.つ
.く
ら
れ
：た
が
、
市
場
向
小
麦
生
産
は
、
自
給
用
食
料
の
#
.低
必
要
量
が
確
保
さ
れ
て
後
、
は
じ

め
て
お
こ
な
い
.得
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
開
始
と
生
産
増
大
と
が
開
拓
進
展
、
農
業
発
展
の
度
合
を
示
す
こ
.と
に
な
る
と
い
わ
k

M
。

%

右
の
如
く
、
地
理
的
条
件
と
農
業
生
産
と
を
結
び
つ
け
た
一
般
的
議
論
か
ら
、
0

の
地
帯
に
お
け
る
小
麦
生
産
が
、
商
業
的
農
業
の
展
開
を
推

(

2) 

■
 

——

進
し
.

た

と

い

う

見

解

が

生

ず

，る

; 0
.

さ
ら
に
、.
.

そ

：
の.

後
の
鉄
道
.

の
発
達
に
よ
る
小
麦
生
産
の
.

増
大
？
外
国
質
易
に
お
け
る
小
麦
の
重
要
さ
に
.よ
っ 

て
、
小
麦
の
.

役
割
は
著
し
く
拡
大
：さ
れ
て
、.

わ
れ
わ
れ
の
目
に
映
ず
る
。
*:と

.：

こ
ろ
で
、
小
麦
：を
重
視
す
る
考
え
方
を
さ
さ
え
て
い
る
の
.

は
、
開
拓 

当

初

に

は

小

麦

.
の

み

が

商

品

化

し

得

た

と
い
う
認
識
で
あ
っ
て
、
小
麦
の
み
が
i

h

 

c
r

o
p

で
あ
っ
た
と
い
う
表
現
が
各
所
に
見
ら
れ
る
。

一

• 

' 

(

3

)

方
、
.小
麦
；と
並
ぶ
主
要
農
產
物
：で
あ
マ
た
と
う
も
ろ
こ
.し
は
、
..も
っ
.ぱ
ら
自
給
用
、
家
畜
飼
料
i
さ
れ
て
い
：■る
。
ま
ず
、
こ
の
点
の
当
杏
を
検
討

し
て
み
よ
う
。
：
.

. :
'

; :
-

:

.

,

.

:

:

㈢

の
地
帯
に
お
好
る
小
麦
生
産
の
童
要
性
は
杏
定
で
き
な
い
。
Q

の
大
草
原
の
開
拓
に
必
要
な
括
^

費
用
は
か
：か
ら
ず
、
限
ら
れ
た
資
金
で
小 

麦
を
栽
培
し
、
.

現
金
収
入
を
得
る
.

こ
と
が
.

可
能
だ
.

っ
た
。
.

開
拓
農
民
は
、
L

ば
し
ば
い
わ
れ
る
よ
う
に
半
、ば
投
機
業
者
で
あ
っ
て
、
開
懇
地
の
周 

海
の
地
価
土
昇
を
待
っ
七
売
却
移
動
し
た
か
ら
、
永
久
的
土
地
改
良
の
費
用
を
あ
ま
り
か
け
ず
に
、
な
る
べ
く
早
く
仗
入
を
得
よ
う
と
し
た
。
小

麦
生
産
は
.

か
か
る
要
求
.

に
適
し
て
.

い
'

た
。
.

一
八
五T

一
年
、
.

ミ
ツ
ガ
.

ン
の
住
民

T
h

o
m

a
s

 

M
.
1
C

o
o

l
e

y

は
、
' 

小
麦
生
産
：に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
こ
.述

.

: 

.

.
 

•
 

.

-

ベ
て
い
る
.。
'

:
ペ
ン
.

'

,...

:ヮ

. 
一'
'
'
: 一
 

•.
.
.

•

「

他
の
新
し
い
諸
州
と
同
様
パ
^

シ
ガ
ン
は
ま
に
限
ら
れ
た
資
金
を
本
づ
人
^

に
よ
っ
て
”

開

拓

さ

れ

た

”

彼

等

は

土

地
 

.

要
な
手
助
け
を
得
る
こ
と
が
.

で

き

ず

？

ほ

と

ん

：ど

彼

等

自

身

の

労

働

に

，
し

.

か

頼

れ

な.

か
づ
た
の
で
、
；非
常
.に
粗
雑

'

れ
た
開
懇
地
に
、く
り
か
.

え
し
作
付
を
：し
た
。
：
こ
'

し
て
、，
：か
な
.

り
な
程
度
、-:
'

土
地
を
疲
弊
さ
せ
た

';

0
彼
等
に
と
っ
て
は
.安
上
り
な
耕
作
法
と
早 

备

入

の

あ

る

こ

と

が

必

要

だ
.

:0
た
。j

.

 

.

'

。

，
：

.

ァ
メ
リ
ヵ
中
西
部
：に
妇
け
る
商
業
的
農
業
の
展
開
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(

九
四
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'

.同
じ
.、、、：シ
ガ
ン
：め
.；：&1
6
1
^
;
1
1
.
1
1
0
1
^

に
ょ
れ
ば
、
'最
初
の
小
麦
の
収
撵
で
、
開
墾
費
、
播
種
^ ,
，
お
ょ
び
栅
を
：つ
く
る
»
用
が
支
払
え
た
と

'(

6) 

：

.

. 

, 

- 

. 

. 

. 

.

.

. 

- 

'
.
-
.
.
.
. 

■ 

' 

- 

.

.

い
う
。
.
知
ち
ろ
ん
ミ
シ
ガ
ン
や
ゥ
ィ
ス
コ
ン
シ
K
に
#

い
て
フ
小
麦
ば
か
：

cv

が
.つ
べ
.ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。，
と
う
も
ろ
こ
し
、
大
麦
、
が

ら
す
麦
プ
ラ
ィ
麦
ぐ
じ
ゃ
が
い
も
等
が
栽
培
さ
れ
、

と
く
に
と
う
灰
ろ
こ
^
は
重
要
だ
っ
た
。
.
し
か
し
商
品
作
物
ど
レ
欠
点
か
ら
見
る
と
小
麦

.

■'
ょ
り
：は
劣
づ
た
マ
交
通
機
闕
の
未
発
達
な
当
時
：に
あ
っ
.
て

は

、

運
送
費
の
関
係
か
ら
、
■と
う
も
ろ
こ
し
の
商
品
：化
は
困
*
で
あ
っ(

紀
。.
.
Vこ
う
し
た

:

.
I 

;
.■
: 

. 

:

■

.

.

.
 

V

L
.
.
.
.
'

''
.
: 

: 

' .

■

'.

.■
'
 

マ

.一
 

.

:

.

.事
情
は
後
の
と
う
も
ろ
；こ
し
地
带
0
0
3 

B
e
l
t

に
お
い
て
も
見
ら
れ
、
例
え
.ば
ィ
リ
ノ
ィ
中
央
部
の
メ
ナ
I
ド

M
e
n
a
r
d

郡
や
、
キ
ャ
ス
0

1
 

郡
：の
農
民
は
、
売
却
用
と
し
て)
で
：は
な
く
-
家
畜
の
飼
料
と
：し
て
、
と
う
%

ろ

：こ
：
し

を

：
つ
：
<
;
.

っ
^
い
.だ
。
英
人
旅
行
者
ラ
ッ
セ
：ル
ん
0
^
$ 

R
U
S
-

ro
.
e
E
V 
は
大
体
：つ
ぎ 

如
く
記
：し
で
い
る
。
.：'

'.'■:.い 

::
:-
'
ゥ
.：

.
y

.
V

-

シ
カ
ゴ
，に
.扭
か
て
、
と
ヶ
も
ろ
こ
し
は
平
均
ブ
少
シ
土
ン
ル
当
サ
五
の
セ
ゾ
ト
で
.あ
り
>\
小
麦
.も

し

く

は

.と

う

% :

.ろ
こ
レ
_ー
ブ
ッ
シ
：エ
ル
の
速 

畜
に
ょ
る
運
送
費
は
、
：K
〇
〇
マ
ィ)

ル
に
，つ
き
四
〇
セ
.ソ
ト
.で
あ
る
。':
西
部
に
お
い
てT:

人
^
馭
者
ど
-:
頭
の
馬
の
二
日
の
賃
金
.は
約1

.

一
ド
ル 

.
七

あ

り

、」

韋
原
め
道
に
お
い
て
ニ
頭
：の
馬
が
連
ぶ
荷
物
と
し
て
、
四
〇
ブ
ッV

エ
ル
：が
普
通
ど
：す
れ
ば
、
.九
日
間
の
旅
す
な
わ
ち
紗
ー
：
ニ
五
マ 

ィ
ル
の
距
離
で
、ノ
積
荷
：の
偷
値
.は
失
わ
.れ
る
。
小
麦
は
ハ
ゾ
も
ち
ろ
：ん

こ

の

-:
.倚
.の
距
離
を
連
ん
.で

も

ひ

き

^

^

ず
 

V
か
か
る
記
述
に
見
ら
れ
る
如
く
、；
と
う
も
ろ
こ
し
：の
売
却
が
.困
難
で
あ
っ
た
，の
ほ
事
実
で
あ
る
に
せ
，よ
、:

主
に
と
う
も
ろ
こ
し
を
つ
く
っ
て
い 

.

.
た
農
民
が
ぐ
自
給
自
足
的
な
生
活
を
お
ぐ
っ
て
'い
た
：と
は
い
え
な
い
。(

も
ち
6
今

:
ー
ニ
八
四
八
年
に
至
っ
七
も
テ
オ
ハ
ィ
オ
州
リ
ッ
チ
ラ
シ
ド 

R
i
c
h
l
a
n
d

郡
の
如
く 
.「

市
場
が
な
く
，
需
要
も
な
い
：…

•自
家
消
費
分
を
>つ
，
ぐ

る

以

外

に

，
、

.
ほ
と
：ん
ど
関
心
が
も
た
.れ

て

い

^

^

」

，
と

い

う

ょ

う
 

な
場
所
も
あ
0.
た

,°
も
か
し
通
常
は
--
'
と
う
も
：ろ
こ
し
で
膝
を
飼
育
し
、
そ
の
膝
を
市
#

へ
連
れ
て
い
っ
て
売
却
す
る
と
い
う
こ
と
が
お
こ
な
わ 

れ
て
い
た
の
で
あ
る
0
 

■

.

::

-I

 

.

 

人

‘.

 

-

 

.

但
し
、
こ
こ
で
問
題
と
し
た
.い
の
は
自
給
自
足
性
云
.々

で

は

な

ぐ

、

は

た

し

て

'.
'
一

般

に

信̂
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
に
、
と
う
も
ろ
ゲ」

し
の
商
品
性 

が
稀
薄
で
あ
っ
た
か
、，
ど
う
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
ま
ず
一1、

三
.の
史
料
.を
あ
げ
よ
う
。

1:
八
五
〇
年
、
ォ
ハ
ィ
'ォ
州
.土

リ

£
3.
6
郡
に
ぉ
ぃ

て

「

わ
れ
わ
れ
の
所
で
は
，
湖
岸
の
市
場
で
、，：
ョ
ー
ロ
ッ
パ
.へ
の
輸
出
増
大
の
.た
め
、
と
ぅ
も
ろ
こ
し
が
値
上
：り
し
、
.豚
に
与
え
る
よ
り
も
価
値

が
あ
る」

と
い
わ
れ
、

一
八
五
一
年
、

オ
ハ
イ
オ
州
ガ
リ
ア
' 

0

P

S

P郡

に

お

い

て

は「

近
く
の
製
鉄
所
.や
製
塩
^
の
人
々
に
よ
る
と
ぅ
も
ろ
こ

12
}

 

'

し
へ
の
需
要
が
大
き
く
、
あ
ま
り
豚
に
与
え
る
分
は
な
い」

，
と
い
わ
れ
て
い
る
。.
も
っ
と
も
こ
ぅ
し
た
例
は
、
港
に
近
い
と
か
非
農
業
的
生
産
が

お
で
な
わ
れ
て
レ.
る

と

ヵ
.

：
特
殊
.

の
場
.

合
と
考
え
て
よ
い
，。

-

よ
り
一.
：般
的
.

で
あ
り
、
■

か
つ
広
い
地
域
に
わ
た
っ
て
と
う
も
ろ
.

こ
し
に
対
ず
る
薷
要
が
存
在
し
た
の
.

は
、
家
畜
肥
育
地
帯
及
び
そ
の
周
辺
で
あ 

る

肥

育

地

带

と

し

て

は

、

ケ
ン
タ
ッ
キ
-
-
の
プ
ル

—

/

ラ
ス
地
域K
e

n
t

u
c

k
y

 

B
l

u
'

e
g

r
a

s
s

 

R
e

g
i

o
n

オ
ハ
イ
オ
の
サ
イ
オI

ト

川

流

域̂

5 -
t

o
 

V
a

l
l

e
y

マ
イ
ア
ミ
ヵ̂

域

3

\

^

1

1

1

1ー< 1
3

1

1

6

7

.イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
中
央
部
西
侧
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス

.I
n

d
i

a
n

a
p

o
l

i
s

かちヮバ
ッシュ丨

b
a
s
h

川
中
流
へ
か
け
て
の
地
域
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
に
お
い
て
は
、

主
に
食
肉
用
の
：.牛
が
、
：
と
ぅ
も
ろ
と
し

と

牧

草

.に

よ

っ

て

肥

育

さ

■，
ノ 

： 

.

 
.

 

..

.
 

.

.

,
 
V
 

,

れ
た
。
JJ
E

育
業
者
は
自
身
で
も
と
ぅ
も
ろ
こ
し
生
産
.を
お
こ
な
っ
て
い
.た
が
"

同
時
に
大
量
の>

ぅ
も
ろ
亡
し
を
、
周
辺
の
農
民
か
ら
購
入
し 

た
。

一
八
五
：二
年
、
オ
ハ
イ
オ
州
フ
ァ
イ

エ
ッ
トp

p
u
t
e

郡
に
お
い
て「

わ
れ
わ
れ
の
と
ぅ
も
ろa

j

し
の
大
部
分
は
、
毎
年
、.
牛
を
肥
育
す
る

14

.

た

め

に

購

入

さ

れ

る

」
：

と

述

べ

.
ら

れ

て

い

る

'

が
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
に
お
い
て
：も
、
イ
リ
.ノ
イ
に
お
い
：て
も
、'
 

大
量
の
と
う
も
ろ
こ
し
が
家
畜
肥
育

.

.

.

て

 

^

'

業
者
に
ょ
つ
オ
購
入
さ
れ

.

る
、
- :

と
報
告
さ
れ
て

.

い
が
。

.
:
、

,

-
 

^

 

'
 

V

肥
育
業
者
は
牛
だ

.

け

，
で

な

く

膝

も

取

扱

つ

た

。

豚
は
農
民
に
ょ
つ
て
飼
育
さ
れ
、
と
う
も

.

ろ
こ
し
を
^ -

え
ら
れ
て
市
場
に
出
さ
れ
た
、
と
考
え

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

. 

- 

-

ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
ば
肥
育
業
者
：の
手
を
通
：じ
て
市
場

.

に
出
さ
れ
る
場
合
が
多
か

.

つ.

た
ら
し
い
'。
先
に
引
用
し
た
旅
行
者
ラ

，

ッ
セ
ル
は
、
農

\
 

.
'
I
:
-

-... 

；
.

:

•:
':

 

.

,■
-

 

.

 

.

.

.

.

.

■

-

 

.

 

-

.

-

 

.

民
か
ら
豚
を
買
い
舉
め
ヴ
泛
う
も
る
こ
し
で
肥
育
し
、

.

大
西
洋
岸
べ
輸
出
す
る
養
豚
業
者

.

に
ウ
い
ズ
記
し
て
い
る
。
：
そ
の
業
者
は
铝
に

.

ニ
0
、
：
〇

.
'へ

,

-
- 

.

.

.

. 

.

.

.

.
i

ぐ

-
.•• 
• 

• 

. 

... 

'

〇
〇
頭
の
膝
を
扱
う
が
、
通
常
一
〇
〇
頭
の
豚
に
，一
日
八
ブ
ッ
，シ
ェ

.

ル
0;

と
う
も
ろ
こ
し
.が
与
え
：ら

.

れ
、
そ
の
と
：う
も

'

ろ
：：

こ

し

は

農

民

か

ら

購

人

.

'二
 

■

 

:

 

■ 
■

 

■

.

.

.

.

.

.

 

!

 

■ 

■

 

V

 

.

■■

.

■

:

-

 

-

-

.

さ
わ
る
。「

オ
ハ
イ
オ
に
お
け
る
と
う
も
ろ
こ
じ
の
価
値
は
、
肥
乾
.飼
料
> 1
3
て
の
，価
格
に
ょ
つ
て
規
制
さ
れ
て

.

い
，る

.

|

.

と
ラ

ッ

セ

^

は

述

べ

て

I

.) 

. 

_ 

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

'

.

い.

.

る
■

0:

.

.
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V
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V
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V
.
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U 

.

:.
)
. 

I
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;
'

へ

「

.

-
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V
 

:
 

ニ
：

'
:

..
-

 

'

•

:
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て
：
：
'

:

」

,

,

.

: 

v
.
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-
v
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v
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■
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ァ
メ
リ
ヵ

.

中

西.

部

に

お

け

る

商

業

的

農

業

.
の

展

開

■

.

六

五(

九

四

九

)



価 顧

146

86
356
332
400
149
500
060
653
527
272
096

表 '第

量

83,753,572  
370,407 

•4,488 
3,045,021 

573,922 
1,237,980 

702,221 
80,260 

739,
454,

へ 303,
265,
256,

■ 48,
168,
64,； 

185,丨 
174,1 
158,! 
119,： 
117,(

7,507,144  
246,938 

7,480 
2,436,017  

76,523

j 54 ,0X7 
4,013 

2,465,489  
1> 514,715 

757,715 
884,523 

%  563,321 
4,840 

1,120,995 
6,450 
9,253 

49,901 
3,963,180  

29,818 
146,371

As

ids
ins
tier

mber
mber
Lis

bu.

六

六

.

(

九
五
〇)

,

.「

右
の
如
き
事
情
を
考
え
れ
ば
、

一
八
五
〇
年
の
イ
ン
デ
ィ
ア 

ナV

:#
ャ
ゼ
ッh

l
^
d
i
a
n

ta.
'
G
a
z
e
t
t
e

紙
上
のt

と
う
も
ろ
こ 

'し
は
通
常
ヴ
ッ
ク
，ェ
ル
当
り
：
一
〇
か
ら
H
O
.セ
：.
ン
.
ト

で

へ

売

ら 

れ
、:

奥
地
で
何
首
万
ブ
ッ
シ
.モ
ル
も
が
'、_
豚
や
牛
を
太
ら
せ
る

た
.め
に
売
ら
れ
る」

と
い
う
記
事
も
ヶ
な
ず
か
れ
-る
0
し
か

'

.

 

.

.

.

も
、
肥
育
業
者
に
売
却
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
例
え
ば
当
時
農 

:

渡
物
'の
集
産
地
.と
し
て
.抬
頭
し
つ
つ
あ
っ
た
シ
ヵ
ゴ
な
ど
に 

.は
、'
大
量
の
；と
う
も
ろ
こ
し
が
集
荷
さ
れ
、.
東
部
へ
積
出
さ
れ 

た
。
' 一
八
革
四
年
度
の
、：
シ
ヵ
ゴ
か
ら
の
主
要
農
産
物
年
間
積 

出
屢
及
.び
価
額
は
第
：ー
表
の
如
く
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
と
う 

'も
ろ
こ
し
が
価
額
の
：点
か
ら
も
、
.小
麦
及
び
小
麦
粉
を
じ
の
い 

で
い
る
。
' セX

十
ル
イ
ス
を
通
.じ
て
の
南
部
の
需
要
も
大
き
か
. 

っ
た
.の
.で
あ
り
、
と
う
も
ろ
こ
し
の
商
品
.と
し
て
の
重
要
性
は
、」
小
麦
に
優
る
，と
も
劣
ら
ぬ
.も
：の
で
あ
っ
た
と
い
、ブ
得
る
で
あ
ろ
う
•

0
ノ

と
う
も
ろ
こ
し
が
安
全
確
実
な
作
物
で
あ
^
こ
と
は
、
.多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
い
わ
れ
て
い
る
妒
、：
そ
れ
は
農
民
に
と
_っ
て
重
要
な
.议
入
、原
で 

も
あ
っ
た
。
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
の
住
民J

o
h
n

 p. 

B
r
a
d
y

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。「

と
う
%■
ろ
こ
し
は
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
農
民
に
よ
っ
て
つ
く
 

ら
れ
、
多
く
の
農
民
が
大
量
に
つ
く
っ
.て
い
る
。
そ
れ
は
収
入
源
.と
し
て
、
他
の
い
か
な
る
作
物
よ
，り
も
頼
り
に
さ
.れ

て

お

り

、
■実
際
の
と
こ 

ろ
、
小
麦
、
.か
ら
.す
麦
、
大
麦
を
す
べ
て
合
せ
た
よ
り
も
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
5|
:

。」

し
た
が
っ
て
、/

ク
リ
ミ
ア
戦
争
に
よ 

る
高
値
格
抵
械
化
の
進
展
.：、大
草
原
の
開
拓
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
小
麦
生
産
が
增
大
じ
、
商
品
作
物
と
し
て
の
重
要
性
を
-*
層
增
し
た
こ

ろこし（粒） bu.
F (穂軸）barrels
’ （粉) . ‘.bu.

.'表 bu.
粉 barrels
•肉 tierces & bbls. 
肉 ' . barrels 

tierces 
卜..麦 . bu.

% pounds
キ.一 gallons

類 gallons
ド Dour

kegs
グ poun

flrki
.、ム ..hhds.:在：t
革 (生)

:

麦

_

小

小

膝

牛
1

か ら す

ウ イ ろ 4 
他 の 酒

ラ 一

ンベ
.
皮

皮
一
麦
. 

し
,

..め
'

な
，'大

19
と
は
事
実
と
し
て
も
'
中
西
部
に
お
げ
る
商
業
的
農
業
の
展
開
に
あ
た
っ
て
、
と

ぅ

も
ろ
こ
し
が
果
し
：た
役
割
は
無
視
^
き
な
い
。
イ
ン
デ
イ
ア
.

. 

'
■
-
.
.

;■
:
'
'

■
■
■

■■
■
■
■■

:
:

 

.

 

.

.

 .

 

V
:
:
:

 
.

 

:

.

■

■..
r

 

: 
'

 
.

: 

.

ナ
州
ゥH'

イ

ン

W
a
y
n
e

，郡

の

a
.

 

H
o
o
v
e
r

の
'言
葉
を
借
り
れ
ば
、
と
ぅ
も
ろ
こ
し
は「

西
部
の
荒
野
の
開
拓
に
あ
た
っ
てa

 

p
o
w
e
r
f
u
l

(

22
>

 

;

.

.

，
ぃ

\ 

:

卩
旳6
1

1汁
で
あ
つ
た.
1

-と
い
え
よ
ぅ0

ハ
...
■,'
■■
..
 
.
.

 r
 

.

 
-

 

:.
,
■
...

 

■

 

.

■

■

'

.

 
..
.

(

1

)

.

以
上
は
つ
ぎ
の
諸
著
に
ょ
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
■

Turner, 

F
.
J
.
, 

The'. XJ.Qi.ted .states, .1S30I1850'(1935'repr..19'58)'., 

chap. 

7 ; 

Buiey, 

.
o
p
,

a

rchap. .4 

B

a'well a
n
d

.
 Falconer, 

op., 

c
i
r 

chap. 

2
1
;
Schafer, 

J:., 

A

 History 

o
r 

Agriculture 

in 

Wisconsin 

(Madison, 

wise., 

1
9
22)

，
c
h
a
D
S
,
l
-
5
;

 

do.. 

F
o
u
r

 

IViscons 
ぼ Counties: 

Prairie a
n
d

 

Forest 

(Madison, 

Wise., 

1
9
2
7
)
'
chaps. 

1, 

7.

(

.

2)

最
近
.

の
す
ぐ
れ
た
概
説
書
で
あ
る

G
a
t
e

s
,

 

T
h

e

 

F
a

r
m

e
l

v
A

g
e

,
,

 

o
p

.
c

i
t

.

r -

お
い
て
% '

つ
ぎ
の
如
き
叙
述
が
見
ら
れ
る
。

「

商
業
的
農
業
は
"
小
麦
生 

産
量
の
高.
い
諸
郡
に
お
い
：て.い
ち
速
く
発
展
し
た
。
そ
こ
で
は
農
家
二
尸
当
り
の
馬
の
：頭
数
が
多
く
、
農
具
及
び
農
業
機
械
類
の
価
値
が
高
く
、
耕
地
而
積
の 

:

比
率
が
大
き
く
，
農
場
土
地
価
値
が
高
い
。

」
(

* p
§

)

.

地
理
的
条
件
と
廣
業
生
産
：と
'

を
結
び
つ'
け
た
議
論
と
し
て
：はTu

r
n

e
r

,

 

o
p
.
,

 

c

i

r

p
p
「

2
9

3
-

7

を
参 

照
。
な
お
こ
：の
タ
ー
ナ-/
I

の'
書
物
は
邋
著
で.
お
っ
'

て
未
完
成
で
あ
ゥ
ノ
一.九
三
五
年
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
，、
そ

の

c
h
a
p

-

 

7

 

T
h

e

 

N
o

r
t

h

 

C
e

n
t

r
a

l

 

.
.
s
t
a
t
e
s

■

は

今

日

に

お
V

て
も
な
.

お
.

'

こ
の
時
期
.(

ー.
八
三
.
.〇—

4

.

八
五
.

〇
年)

.

の
中
西
部.
を
あ
つ」

か
'

っ
f e

概
説
と
し■
て
は
、，
.

最
も
ず
ぐ
れ■
た
も
の
と
_考
え
ら 

へ
れ
る■
。
こ
こ
に
は
あ
る
意
味
で■「

非
タ
ー
ナ
ー
的」

な
見
解
も
述
べ
ら
れ
て
い
る。' .:

,

.

..
: .
':
:

(

3

)

：
 

T
u

r
n

e
r

,

 

o
p
.

 

c

i

r

.
p

p
;

t o9
6
-
7
,

 

p
，
_ 

f

o -
i
t
;
, 

1

>

.

1-
>

5

6

.

,な
お
最
近
出
豚
さ
れ
た
中
西
部
史
0

ご
く
簡
単
な
概
説
書
 

G
l

l
r

,

 

S
.
,

 

T
h

e

 

.
:

M
d

d
l

e

 

w

e

sr r
A

 

s
l

y

 

0
r

9
0

g
r

e
s

s

 

(
N

;
5

t
4) 

T
h
o
m
p
s
o
n
,

 

J
.
G
.
, 

T
h
e

 Rise a
n
d

 

Decline 

of 

the 

W
h
e
a
t

 

G
r
o
wing. Industry 

in 

Wisconsin 

(Madison, 

Wise., 

1
9
0
9

)，
pp. 124-5,

(

5)

 

P
a

t
e

n
t

 

R
e

p
o

r
t

,

 

1
8
5
1
,

§-.
:

4
1

1
-

4
.

:■

,

(

6

)

 

P
a

t
e

n
t

 

R
e

p
o

r
t

,

 

1
0 0
5

4

, p
.

 

1
4
3
.

 

■

.
^
7
 ̂

S
S
- 

?

(

8) 

Patent Report, 

1851, 

pp..4
3
9
—42, p. 443.

(

9

)

w

i

e

l

l

,

R
.
,

 

N
o

r
t

h

 

A
m

e

a .c
a
:
.

 

I
t
s

 

A
g

r
i

c
u

l
t

u
r

e

 

a
n

d

 

C
l

i
m

a
t

e

 

(
E

d
i

n
b

u
r

g
h

,

 

1
0 0
5

7)，
p
p
.
:

 

1
1

6
-

7
.

と
の
旅
行
記
に
つ
い
て
は
、
づ
ぎ
の
論
文
を 

参
照
。

d
a

n
,

 

H
.
J
.
;

 

;
E

n
g

n
s

h

 

V
i

e
w

s

 

o
f

 

M
i
d

d
l
e
.

 

W

良

e
r

n

 

A

沒

c
u

l
t

f

 

ハ
 

§

(

10) 

P
atent 

一
 Report, 

loo
4
oo
i,
.
:

5
3
6
.

:

:

.

.

.

.

ア
メ
リ
カ
中
西
部
に
お
け
る
商
業
的
農
業
の
展
開

 

六

匕
t

五
：一)



:

::■
;

:

.
丨
.
.
.
.
.
，,
.
.
.

 

' 

.

 

.

六八
.
.
(

九
五
ニ)

.

(
11) 

Eatentweport,. 

1
S
S

P
P
.
3
3
I
3
.

(

12) 
P
a
t
e
n
t

 Report, 

100
5
1
, 

pp. 3
9
5
-
9
，

(

1)
肥

育

海t

 
に
つ 

V て
は
.
，H

e
n
l
e
F

 

p
.
p
, 

Shifting Range-Feeder. pa.tteMls in 

tHe 

Ohio Valley Before 

I
8
6
0
、

Agricultural Histoir

ま

.3
1
,
(
_
T

总

 

.

. 

- 

.ゾ
 

'
 

.

.

o v
 

.

.■
■(

15) 

Patent Report, 
1854, pp. 1

3
9
-
4
0
V

、

'
clg)

:
R
U
S
I
, 

O
p

.
.

c
i

r
p

p
.

:
7

9
^

0
v

;
'

,:

f

)

 

C
a
k
e
r
,

 

H

.

r

E
 
日

a
l

 

I
r
u
i
i
a
l
i
a

s-T
r
i
i
t
i
o
n
,

 

1

005
0
-
1
8
6
0
、
A
g
r
i
c
u
l
t
u
r
a
l

 

H
i
s
t
o
r
y
,

 

V
o
l
.

 

2
°̂
N
0

. 2

 

へ19
4
6
)

 

D
.
1
1
5

 

に

引

甩

。

Patent; R
e
H
,
.
1
3
»
p
p
,
4
s
2
l
4
.
:
. 

' 

:

(

19)

-'
:
:ニ
八
五
0
年
代
初
頭
に
お
い
:̂

嗜

.セ
ン
ト
ル
イ
ろ
は
農
産
物
集
散
地
と
ロ
で
、：
シ
办
參：

ょ

り

も

優
位
產
ら
た
が

、

と

う

も

ろ

こ

し

に

つ
い

て

文

シ

カ

コ
が
優
&

r
あ
っ
た 

B
e
k
h
e
r
,

 

-

t
6
u
i
&

£
 Chicago, 

1
8
5
£
8
s
a
(
G
0
1
m
n
b
i
a

 

u
u
i
v
，
Pres

。
1947) 

P.3S.. 

- 

.

へ.

：
.
；
,
：
.
.
，
.
：.
’
;
.
：

.

 

V
.

.

§
 
'「

と
う
も
ろ
こ
し
は
、わ
れ
わ
れ
の
最
も
安
全か
つ
重
要
な
作
物
.と
考
え
て
ょ
い
だ
ろ
う
。

」

$

1
 

W

1

V

1854, 

p.. 1
2
3
.
)

-,
と
う
も
ろ
こ
し
太
、 

わ
れ
わ
れ
がつ：.

く
っ
て
：い
る
最
も
確
実
な
作
物
だ。」

(pat

舀t R
e
p
o
r
t
』

22) 

Pate
n
t 

E

e

p

o

r

t

,

l-
»oo
5

2

,

 

pp. 
2
00
00
-

9

0
>
。

'

•

'

.
■

-■
.
-.■
■' 

:
.
.
.
.
.

 

-...

 

. 

■

 

.

.

.

.

 .

 

.

.

-

:

':.
.
 '
'
.
.
.
.
•
'
.
.

 

V 

:

,
 

■ 

/ 

. '

.

 

. 

V
i 
'

':
-■:し
- 

V

-

:

.

.

三 

,ベ

:
: 

.

.

.

.

し
ば
し
ば
北
部
の
小
麦
はstable crop :

と
じ
て
南
部
の
棉
花
に
比
較
さ
れ
る
が
、'.
'
'中
西
部
に
お
い
て
.と
”
も

ろ

-'
-
し
が
、
商
品
悅
物
と
し
て 

小
麦
と
肩

を

並

べ

る

重

要

性

を

も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。.
も
ち
ろ
ん
、
ミ
シ
ガ
ン
や
ゥ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
に
お
.け
る
小
麦
3
重 

要

性

は

杏

定

I

な

い

し

、

.
一

方

イ

リ

ノ

イ

や
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
に
私
い
て
は
、
と
う
も
ろ
こ
し
ば
.か

り

が

連

作

さ

れ

て

い

る

場

合

も
概

説
 

書
に
お
し
て
は
当
時
の
非
和
学
的
農
業
を
印
象
っ
け
る
た
め
で
ぁ
ろ
ぅ
か
.、
小
麦
な
り
、：
と
う
も
ろ
こ
し
な
り
が
、
同
じ
畑
に
何
十
^
も
続
吁

て
連
作
さ
れ
た
と
い
う
例
が
よ
く
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
そ
う
し
た
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
一
般
的

で
あ
づ
た
と
は
い
え
な
い
。
小
麦
.の
み
、

と
う
も
ろ
こ
し
の
み
が
同
一
' 

■の
烛
に
連
作
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
.
両
者
が
交
互
に
作
付
け
ら
れ
る
こ
と
'

が
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
員
^
ぽ
術
上
か
ら
の
理
由
で
あ
っ
て
、
小
麦
を
寒
害
か
ら
保
護
す
る
た
め
に
、
と
う
も
ろ
こ
し
畑
に
播
種
す
る
の
で
あ
る
。

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
中
部
、

へV

リ

ー.
H
e
m
r

郡
のl

i
c
K
i
n
l
e
y

は
、
小
麦
は
㈠

と
う
も̂
ろ
こ
し
の
間
ノ
㈡
小
麦
ま
た
は
か
ら
す
麦
の
後
、
㈢
ク

ロ

ー

バ

ー

の

上

.
に

播

か

れ

る

が

'
冬
の
風
を
防
ぐ
た
.め
に
は
、
枯
れ
.た
と
う
^.
ろ
こ
し
の
茎
が
小
麦
を
守
る
^

の
方
法
'が

よ

い

、

と
い
っ
て
ハ 

(

3

)る
。.
ラ

ッ

セ

ル

：
は

、
、
、
シ
：
ガ

ン

に

'お
い
て
之
の
方
法
が
•お
こ
な
わ
れ
て
い
る
状
態
を
、

つ
ぎ
の
如
く
記
し
てi

る
。
. '

「

こ
.の
農
場
.で
.は
毎
年
、
小
.麦
六
o
.工

ー

ヵ

ー

、

と

う

も

る

：

'こ
1し

六
0

エ.
.丨
ヵ
"丨

が

作

付

げ

ら

れ

る

。

こ
，れ

ら

は

'

し

ば

し

ば

可

年

間

も

交

互

.

.

.

.

 

,
 

-
*
 

-

に
収
獲
さ
れ
る
。…

…

と
う
も
ろ
こ
し
は
畦
巾
八
ブ
ィ
ー
，ト

、

株

間

は

六

ト

八

イ

ン

.チ
に
植
え
ら
れ
る
。
.
小
麦
は
秋
早
く
、'
と
う
も
ろ
こ
じ
収

獲
前
に
播
か
.れ
、
：土
な
ら
し
ざ
れ
る
。
私
が
そ
こ
に
い
た
時
、'
小
.麦
が
播
か
れ
た
土
地
で
:'
と
う
も
ろ
こ
し
の
間
を
荷
馬
車
を
.ひ
：
か

せ

て

、

穂

.

.

. 

....... 

.....

軸
を
収
獲
し
■て
.■い
■る
の
を
見
た
。
.と
夕
:̂
ろ
こ
t

の
茎
ば
.立
，っ
た
.ま 

春
ま
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
.お
か
れ
、
■と
の
地
方
で
冬
に
吹

へ4 
ノ

く
強
い
風
力
.ら
ン
小
麦
..を
.あ
る
程
度
保
護
す
る
O
Jパ

• 

.

.
•

■

:
、
.‘
•
- 

:

と
う
も
ろ
こ
し
‘は
小
麦
と
真
な
り
ノ
収
穫
期
が
と
く
に
短
期
間
に
限
ら
れ
で
い
な
.い
の
で
、
：そ

.€
>
点
好
都
合
で
あ
&

。
小
麦
；を
保
護
す
る
目

的
で
か
ら
す
麦
の
畑
へ
小
麦
を
播
.く
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
く
、
<:
リ
ノ
，そ
州
マ
リ
才
'
;ン.

M
a
r
i
o
n

都

の

J
o
h
n

 D
a
v
i
s

な
ど
が
、，
こ
の
方
法
を
報

:
.

(

6)

. 

'

 

:

 

' 

, 

• 

■

告

，じ

で

い

る

が

：、

;.
前

の

方

法

ほ

ど1.般
的
で
は
な
か
'0
:た
よ
う
で
あ
^
。ニ
：な
お
多
く
.の
人
々
は
；：
か
ら
す
麦
が
土
地
を
著
し
く
疲
弊
さ
せ
る
と
考

え
^ ,
い
'た
.
"
'■■
•..

 
■

 

A

 

•

へ
.
：

.'

.
'
.
:

V

 

'

:.
•

■

■.
.

 ;

:: 

と
と
ろ
で
、；
か
ら
す
麦
が
：土
地
女
疲
弊
ざ
^'
る
か
否
か
^
づ
'い
：：て

マ

当

時

：の

人

々

の

.間
：に
意
息
：の
相
違
が
あ
っ(

^ 8
に
% '
そ
も
そ
も
当
時
'

 

地
力
維
持
に
：つ
い
て
ど
の
程
度
考
慮
が
払
わ
れ
て
い
た
か
、
が
問
題
で
あ
る
。
現
に
、
と
う
も
ろ
こ
し
と
小
表
の
交
互
作
付
な
ど
は
、
地
力
維
持
■

.の
観
点
か
ら
は
全
く
無
意
味
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
•も
な
‘い
。
合
理
的
な
輪
作
が
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
報
告
が

. 

i 

•

K
v

リ
ヵ
中
西
部
に
お
け
る
商
業
的
農
業
の
展
開 

_ 

. 

.

. 

. J

/S
九
''
.(

九
五
g
 

:



(
9) 

' 

.

.-

 

•

-

-

七

〇

(

九
五
四
>

あ
る
た
と
え
何
種
類
力
の
；作
物
が
組
合
わ
$
れ
そ
れ
ガ
輪
作
と
称
さ
.れ
て
，い
。よ
5
と
も
、
.
.合
理
的
な
も
の
と
は
い
え
な
.；、/
場
合
が
あ
^

J。 

'
I

八
六Q
年

の

セ

，
，ン

ナ

ス

.

の
.序
文
に
は
^
^
^ ̂

;
;

'

「

と
う
も
ろ
C

U
、：
大
麦
、
'小
麦
が
：1>
ば
し
ば
継
続
：し
て
■.

つ
く
ら
れ
る
。'.
'
.
'そ
れ
か
ら
，
テ
ィ
.

モ

シ

あ

る

い

は

他

？

」 

地
を
疲
弥
さ
せ
を
よ
う
な
牧
草
が
ま
か
.れ
る
。
乾
草
が
.す
っ
か
り
刈
取
ら
れ
て
、

ま
た
同
じ
過
程
が
く
り
か
え
さ
れ
る
。

こ

れ

を

"
r

o
t

a
t

i
o

n

 

'.G
f

c
r

o
p

s
"

と
呼
ぶ
の
は
馬
鹿
げ
て
.い
：る
。
と
う
; %

ろ

こ

し

、を

韋

作

付

け

て

も

同

じ

；
こ

^

|

^

_

:

.:

.

こ
れ
は
も
ち
ろ
I

業
知
識
の
木
足
に
.よ
る
も
の
で
あ
.り
、
驾
_
の

農

業

雑

誌

：に

輪

作

に

'つ
いH

.

の
記
事
が
I

P
も
、
S

ほ
I

く

の

：農 

民
の
目
に
は
ふ
れ
な
か
；.っ
た
だ
め
で
あ
ろ
.う
。
-.
:
7
ッ
セ
ル
：は
：
，

r

最
.も

良

い

な

さ

れ

t
い

る

農

場

；に

お

い

て

も

、

ほ

と

ん

ど

輪

作

は

お

こ

k 

わ
れ
て
い
な
'い
。
：最
も
可
土
さ
れ
て
.い
；る
作
付
は
、
と
う
も
：ろ
こ
し
、•
、
冬
小
麦
、
春
小
麦
、
か
ら
す
茇
の
順
で
あ
る
。
'プ
レ
I

リ
.

—

の
農
民
は
、
 

も
ろ
こ
し
を
作
付
け
る
度
に
土
地
は
新
し
い
生
命
を
得
る
、
と
考
え
て
&

」

.，■

ベ
て
い
る
。
か
か
.る
記
述
は
他
の
旅
行
記
に
も
豊
富
で
. 

あ
る
.た

め

.'
合
理
的
な
輪
作
が
全
く
お
こ
な
わ
れ
.て
い
な
か
づ
た
か
に
，思
わ
；れ
が
ち
.で
あ
る
一
し
か
し
：
：そ
れ
は
必
ず
し
も
正
し
く
な
ハ
广
パ 

先
に
ィ
ソ
デ
'ィ
.ア
ナ
州
r

y
リ
ー
郡
I

け
る
小
麦
'の
耕
作
法
I

.
種
あ
る
f

を
述
べ
.た
が
、
寒
害
予
防
^
^
^
 ̂

.土
壌
の
，
 

た
め
に
は
ク
ロ 

I

ハ
ー
の
後
へ
.播

べの
が
一
番
よ
い
と
当
.の

J
g
^
p
o

w
i

n

l

e

y
 

.
，.

も

書

い

て

^

^

。

、同
じ
.く
ィ
.
.ン

デ

ィ

ア

ナ

州

ゥ

.エ

 

>
1
ン.

W
a
y
n
e

 

郡

のW
.
W
.

w

g

l

'は

、

開

拓

当

初

エ

.
丨

ヵ

ー
当

り

六
0
ぐ

七

〇

ブ一ッ
：
シ.
.ル

収

穫_の
：あ
0
た
；と
.う

も

ろ

こ

し

が

- '

ニ

丁
一：

五
回
作

付
3 

後
に
は
、
三
〇〜

m
五
ブ
ッ
シ
ェ
ル
：し
か
'と
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と
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さ
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述
べ
：て

右

；は
い
ず
れ
も 
一
A
五
一
年
の
記 

載
で
.あ
る
。
 

.■

オ
ハ
ィ
才
の
よ
う
に
早
く
か
ら
_
拓
が
お
こ
な
わ
れ
た
地
方
で
は
、
す
で
に
±
地

の

疲

弊

が
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猶
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さ
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あ
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さ
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わ
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榖
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さ
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あ
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ら
れ
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が

と
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ら
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.
.
種
-7
知

変

え

も

.

せ
ず
/
最
初
ょ
り
深
く
彩
し
も
じ
决
し
人
々
、か
..い
.る
.
.:'
0
.肥
料
も
や
ら
ず
.に
、.
'
.と：う
.も
6:
こ
，
し

、'.
.
.
.

と

、ゥ
も
.ろ

こ

し

と

く

り

返

す
 

の
が
彼
等
の
輪
作
だ
。
、.V.…

%'
:
1>
誰
か
が
違
っ
た
や
り
方
を
し
よ
1
と

す

る

と

、
：
：：書

物

：の

知

識

^
農
^
 

と
： 

非

難

さ

れ

農

業

.で
暮
b
て
ゆ
げ
な
い
の
だ
と
思
わ
れ
る
。：
し
か
レ
、：
な
か
に
ぼ
思
.い
き
つ
1:
:通
常
の
':や
久
方
が
 ̂

て 

時
代
お
く
れ
の
：隣
^
の
倍
の
収
獲
を
あ
げ
る
者
%;
い

る

；。

.
，
一

般

の

農

民

は

、
：深
耕
と
機
械
使
風
を
新
奇
な
も
の
と

み
な
し
て
、

昔
.な

が

ら
の
方
*
 

を
続
け
、
な
ん
と
か
や
づ
-て
^
げ
る
だ
^
の
と
ラ
も
ろ
こ
し
を
^
く
ヶ
’
去
れ
で
満
足
し
て
ふ
^

-:
:
"
:
;

右
亿
引
用
し
た
文
摩
か
ら
も
明
ら
か
.な
は
う
に
、.
当
時
の
.農
村
に
は
、
昔
な
が
ら
の
方
法
を
固
守
す
る
農
民
と
、
新
し
い
方
法
を
と

り

い

れ

ょ 

.
う

と
寸
る
進
取
的
な
農
民
と
が

い
.た

。

ァ
メ
リ
ヵ
中
西
部
に
は
開
敗
耕
地
獅
度
も
共
同
体
的
制
約
%'
'
.^ -
在
し
な
か
っ
た
か
ら
、
進
取
的
農
民
が
従 

来
の
慣
行
か
ら
離
れ
.る
こ
と
は
容
:#
で
あ
り
、
せ
い
ぜ
いb

o
o
k

 

f
a
r
m
e
r

と
^
は
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。

と
1

、
，
え

、

も

ち

ろ

ん

,

も

が

進

取
 

的
農
民
た
り
得
た
'わ
.け
，で
は
な
>

っ
た
。
' 前
述
の
ボ
ン
ド
郡
.に
お
い
て
新
奇
な
も
の
と
：さ
れ
た
の
は
、
深
耕
と
機
械
使
用
で
あ
り
、
い

ず

れ

も
従 

来
ユ
り
労
カ
ゃ
費
用
め
か
か
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て

，
あ
を
程
度
の
経
贫
力
を
持
た
ね
.ば
、
.
昔
な
が
ら
の
方
法
を
続
げ
る
ほ
か
は
な
^

つ
た
こ
.と
は
明
ら
か
で
あ
る
0 :

'

,■
. 

- 

特
定
の
農
民
に
か
か
る
経
済
力
を
与
え
た
も
の
は
何
か
。：
そ
れ
は
-

H

地
取
得
の
条
件(

政
府
か
ら
直
接
私
下
げ
を
う
け
た
.

か
、
投
機
業
者
か
ら
購
入
し

な
け
：れ
は
な
ら
な
か
っ
た
か

)

、
取
得
し
た
土
地
の
豊
沃
度
、
移
住
す
る
際
の
資
産
の
大
小
、
利
用
し
得
る
労
働
力
の
大
小
、
さ
ら
に
は
民
族
的
特
質 

や
教
育
程
度
な
.ど
多
種
多
様
の
要
因
に
ょ
る
も
の
：で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
を
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
ぃ
。
た
だ
、
進
取
的
な
農
民
が 

V
力

な

る

^
;
呂

を

お

こ

な

っ

て

い

た

か

を

、

史

料

「

農
事
調
査
及
び
回
答」
に
即
し
て
追
求
し
て
み
た
い
。
そ
れ
は
、
右
の
諸
要
因
の
結
果
と
も 

い
え
る
し
、
諸
要
因
の
ー
つ
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

.

さ
て
、
進
取
的
農
民
と
は
い
か
な
る
農
民
で
あ
っ
た
か
。
こ
れ
を
農
業
労
働
者
を
雇
用
す
る
が
否
か
、
：
と
い
う
観
点
か
ら
見
る 
>」

と
の
重
要
性 

は
V
う
ま
で
も
な
V

そ
の
内
容
は
明
ら
か
で
な
ぃ
が
、
す
で
に
一
八
六
〇
年
の
セ
ン
ナ
ス
に
は
農
業
労
働
者
と
い
う
分
類
の
下
に
、
か
な
り
の

数
が
含
ま
れ
：て
い
る
。
ま
た
当
時
、
多
数
.の
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
た
農
業
の
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
.れ
て
.い
る
。
し
か
し
、
筆
者
の
利
用
し
た

史
料
の
性
質
上
、
そ
う
し
た
面
に
つ
■い

て

知

る

こ

と

は

で

き

な

..か

っ

た
の

で

、

‘

こ
こ
，で
.は
賃
労
働
、

.あ
る
.い
は
農
村
構
造
と
い
っ
た
観
点
か
ら
の

分
析
は
お
こ
な
わ
ず
、
経
営
方
式
と
い
う
面
か
ら
検
討
を
加
え
る
。

1

般
的
に
は
商
業
的
農
業
の
展
開
に
伴
づ
て
'
農
業
生
産
の
地
域
化
が
お
こ
な
わ
れ
、ノ
同
時
に
主
要
商
品
生
産
物
に
、
経
営
の
他
の
側
面
は
従

属
さ
せ
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。_
そ
れ
で
は
進
取
的
農
民
の
経
営
は
、
.か
か
る
傾
向
を
.も
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。':
中
西
部
に
お
い
て
は
必
ず

し
も
そ
う
は
い
え
な
い
。

つ
ぎ
に
あ
げ
る
'、、シ
ガx

州
オ
ー

ク
ラ
シ
ド

O

郡

の

Stephen V. 

R. T
r
o
w
b
r
i
d
g
e
-

は
、
当
時
の
進
取
的

農
民
の
典
型
と
.呼
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
が
：、
そ
の
経
営
を
見
て
み
よ
う
。

. 

,

彼
は
一
八
ニ
〇
年
頃
ミ
シ
ガ
ン
に
移
住
し
、
以
来
ず
っ
と
.同
じ
農
場
に
住
ん
で
い
た
。
ヽ「

よ
.い
農
民
の
正
し
い
方
針the,true policy of a

good f
a
r
m
e
r

は
'.
-
住
ん
セ
い
る
土
地
の
風
土
に
.あ
.っ
た
：様
々
の
異
な
る
作
物
を
あ
る
程
度
ず
つ
つ
く
り
、
い
ろ
い
ろ
な
家
畜
を
い
く
ら
か
ず
つ

育
て
る
こ
と
で
あ
る」

と
彼
は
い
'う
。
年
に
五
〇
o〜

ー：、
：
〇
〇
〇
ブ
ッ
シ
ェ
ル
の
小
麦
を
生
産
す
る
が
、•
そ
の
際
、
小
麦
の
品
種
に
.注
意
し
、

肥
料
の
使
用
を
試
み
：て
い
る
。
ま
た
、
■ク
ロ
ー
バ
ー
の後
に
作
付
け
る
こ
と
、
.深
耕
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
収

穫

が増
大
す
る
こ

と

を
述

べ
て
.い

る

.
。

と

う

も

ろ
こ
し

栽

培

に.あ

た

っ.：
て

も

品

種

に

注

意

し

、

飼

料

と

：.し

て

牧

草

栽

培

と

の

有

利

さ
を
比
較
し
て
お
.
.り
、
牧
草
栽
培
に
は
プ
ラ
.ス
タ 

.

/ 

■

'丨
が
.使
用
さ
れ
て
い
る
。
し

か

し「

い
か
に
.肥
料
を
与
.え
、
よ
く
耕
作
し
よ
う
と
も
作
柄
は
天
候
に
よ
っ
て
大
い
に
左
右
さ
れ
る」

こ
と
を
彼
は

認
め
て
い
る
。
；:
-
:

.彼
は
家
畜
の
飼
育
を
お
こ
な
.っ
て
.い
た
が
、
と
：V
K-
羊
毛
生
産
が
利
益
が
：.大
き
：い
i

い

う

-
っ

同

じ

羹

の

労

働

に

よ

マ

て

ジ

他

め

生

產

物

よ

り 

も
大
き
な
現
金
収
入
が
得
ら
れ
る
。」

彼
は
一
八
一
一
八
年
に
':
'

一：
八
頭
の
羊
で
牧
羊
を
始
め
、

そ
れ
以
後
、
:

一
 

切
他
所
か
ら
購
入
せ
ず
に
、

一
八 

五

.ー
苹
に
は
四
五
0
頭

の

羊

を

所

有

し

、
：：
そ

の

間

、

五

〇

0
顔

を

売

却

ま

た

：
は

屠

殺

し

：て

い

：る

:'
',0

:同
年
、：
_

^

1

、
〇 

〇
五
ポ
ン
K
c>
羊
毛
を
得
、，
最
も
近
い
市
場
で
あ
る
ポ
ン
テ
ィ
ア
ッ
ダ
p
l
a
p
:
に
.お
い
て
、

^

.

ァ
メ
リ
ヵ
中
西
部
に
お
け
：る
商
業
的
農
業
.の
展
開
.

.

/

七

五

バ

九

五

さ

)



.

.

V 

. 

: 

, 

.

.

.

. 

- 

,

'七

六

(

九
六 

o)
仔
羊
は 

一.

0

0頭
お
り
、
^

殖

率

は

親

.の
#

羊
四
に
対
し
仔
羊
三
の
割
合
で
^ -
る
が
、
.
こ
れ
に
よ
っ
て
飼
育
費
が
里
入
口
わ

さ

れ

る
か
ち
、
羊

毛
か 

ら
の
収
入
は
純
益
ど
な
る
。
.
'種
類
は
ス
。ハ
'
' 

II、

ソ
ツ
ュ
メ
.

yi/
:
で
あ
る
が
、.
.ス
，リ
.；ス
種
の
飼
育
«
は
他
種
の
羊
と
あ
ま
り
異
な
.ら
.な
い
、
と
い
っ

て
い
る
；0
:
.
'
;
'

〈

.
,•
I':
-:
',
.
'
.
'
- 
.
 

.

.

v:
,
:
,
. 

,

■
’ 

.

:彼
の
住
む
ホ
.ヤ
：ク
ラ
ン
ド
郡
に
お
い

て

は

、
農
民
は
小
表
生
產
七
牧
羊
業
に
努
カ
を
集
中
し
、
酷
農
業
に
は
：..あ
ま
り〗

閨
6
が
，も
わ
れ
な
か
っ 

た
0
牛
の
養
育
は
費
用
の
方
が
か
.か
っ
て
利
益
が
な
か
：っ
た
が
、
馬
の
養
育
に
は
当
時
関
心
が
増
大
し
つ
つ
あ
り
、
彼

は
ア
ラ
ブ
種
の
種
馬
を
輸 

入
業
者
か
ら
購
入
し
た
。
ま
た
彼
は
か
つ
て
、

J
.

ミ
シ
ガ
ン
.̂

-
丨
ク
シ
ャ
.丨
種
.の
豚
が
導
入
'さ
れ
た
ご
く
初
期
の
頃
に
、
そ
れ
を
隳
^ -

し
.た
。
以
. 

上
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
上
う
に
、
彼
の
瘙
営
は
ー
.
ロ

に

い

ぇ

ぼ

多

角

経

営

，
で

：あ

-0
.た
。
最
初
に
引
用
^
だ
そ
の
言
葉
ゆ「

多
角
化
せ
よ」

と
い
う 

.こ
ど
に
他
な
ら
な
い
。

..
-
:
' 

‘
.
.
.
.
.
-

多
角
的
な
経
営
、
.と
く
：に
畜
産
に
か
'な
り
な
比
重
を
か
け
.た
そ
れ
こ
そ
が
、

一
八
五
0
年
前
後
に
お
け
る
進
取
的
農
民
の
経
営
で
あ
0
'た

と

思 

わ
れ
る
。
当
時
、
小
麦
は
不
作
が
続
ぎ
価
格
も
低
'か
っ
た
の
で
、
主
に
小
麦
に
頼
っ
て
い
た
ゥ
ィ
ス
コ
ン
シ
ゾ

や

ミ

，
シ

ガ

ン

の

農

：民

に

は

苦

境

に 

お
ち
い
っ
た
者
も
多
か
っ
た
。
ゥ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
ケ
ノ
シ
ャK

e
i
h
a

郡

のp
h
i
l
a
n
d
e
r
.
J
u
d
i

は
：、

小

麦

生

產

は

多

く

の

人

.々
.
に
と
っ 

て

「

悲

惨

な

実

驗.

f
a

 

g

g
 

e
x
p
e
r
i
m
e
n
t

.で
あ
っ
た
、
と
い
.う
。
し
か
し
彼
は
言
葉
を
つ
い
で
、
多
角
的
な
農
業
を
お
こ
な
っ
て
い
た
# 

合
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
状
況
は
恶
く
な
か
：っ
た
し
、
今
後
は
羊
毛
生
産
、
牧
畜
業
、：
あ
る
程
度
のV

、

ハ
，
コ

栽

培

が

農

民

.

の
注
目
を
集
め
る
だ
ろ
う
、
 

と
述
-へ
て
し
る
同
じ
ゥ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
#

ス
オ
ン
デ
ユ
テ
クF

o
n
d

 d
u

 
L
a
c

郡

のw
a
r
r
e
n

 c
h

i

は
、
冬
小
麦
の
失
敗
か
ら
、
人
々
の
目 

が
、
羊
、
馬
、
牛
に
向
い
、
'酪
農
業
%■
増
加
し
つ
つ
.あ
る
、：
と
：記
1>
:て
&

。
'

す

で

に

述

べ

た

如

，く

、

誰

も

が

進

取

的

.た
り
得
た
.わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
多
角
化
し
、
靈
業
を
と
り
い
れ
る
に
は
資
金
I

:
要
で
あ
っ
た
。
 

小
麦
生
産
に
重
心
を
お
い
て
い
た
農
民
.に
.、
：
小
麦
が
不
作
で
低
価
格
の
時
期
に
、
そ
れ
だ
け
め

資
金
が
'あ
ろ
う
：は
ず
も
な
か
っ
た
。

..
,し

た

が
っ 

て

、
小
麦
生
産
に
の
み
頼
っ
て
.い
た
農
民
が
、
,冬
小
麦
.

g

失
敗
じ
た
た
め
に
羊
毛
生
産
な
り

、
牛
馬
の
飼
育
な
り

に
転
ず
る
と
い
う
.

こ

と

，は

ま

ず

.

.
广
 QO 

V 

-
-

T
可
能
と
.
Vっ
て
よ
..い
。
す
で
に
あ
る
程
度
、：
'経
営
を
多
角
化
^
て
，お
'り
、「philander, 

J
u
d
s
o
n

 

0

い
；う
如
く
V

そ
れ
ほ
ど
状
況
の
惡
く
な
か 

0
た
農
民
'の
み
が
、
：例
え
.ば
小
麦
生
產
か
ら
牧
羊
業
に
重
心
：を
移
動
さ
せ
得
た
.の
で
あ
ろ
う
。：

先
に
.例
に
'あ
げ
た
、、、
シ
ガ
ン
.の

S
t
e
p
h
e
n

 

V
.
R
. 

T
r
o
w
b
r
i
d
g
e
:

の
場
合
を
考
立
て
み
れ
ば
、
そ
れ
が
明
ら
が
.で
あ
る
。

、
〇
0
〇
ブ
>
女

エ

ル

ら

べ

っ

文

い

る

小

麦

が

’

あ

る

年

に 

は
五
〇
〇
フ
ッ
シ
ヱ
ル
.1
.
か
つ
く
れ
な
か
っ
た
と
す
る
。
/
小
麦
：か
ら
；.の
.み
收
入
.を
得
て
い
た
.
場

合

に

：
は

、
へ

そ

の

年

：
の

収

^

は

半

減

し

て

し

ま

う
 

が
、
彼
に
は
と
う
も
ろ
'
£
し
、
：羊
、
豚
、
：馬
か
ら
の
脱
入
'も
あ
.：っ
：た
か
ら
.、.：
そ

れ

ほ

ど

大

き

な

痛

手

：を
う
け
ず
に
す
む
ー
。

そ

：し

て

翌

年

に

は

肥

料 

を
使
用
，し
た
り
深
耕
を
お
こ
な
' っ
た
々
^

る
こ
，.と
に
よ
A
、
.
小

麦

の

：収

穫

量

を

再

び

増

大

さ

せ

る

.こ
：
と'本

^

入
の
：あ
る
こ
と
も
多
角
経
営
の
有
利
^
で

あ

，る

。

農

業

機

械

：の

導

入

や

耕

作

法

の

改

良

を

：

.な

し
#;
た

の
4
、
.
.
.
が

か

る

：経

営

：を

お

こ

な

-5
.農
民
で
あ 

っ
た

。
ミ
シ
ガ
ン
'

の
：： T
h
o
m
a
s
.

 

「

は
リ 

で
.
.V'
:た

贫

*

民

が

豊

が^ :
な

る

に

：つ
'れ
て
変
化
が
生
. 

じ
、
、よ
り
良
.い
耕
作
法
が
お
こ
な
わ
れ
る
、
.と
.述
べ
て
い
る
。

.ク
ロ
ー
、、ハ
ー
の
如
き
飼
料
作
物
を
輪
作
に
と
り
い
れ
る
こ
と
が
、
最
初
は
家
畜
，を 

飼
育
す
る
農
民
に
上
っ
て
な
さ
れ
卷
卜
と
技
当
然
で
あ
.？
た
ろ
う
。

：デ)

 

.

V 

.

多
角
化
が
困
難
で
あ
り
、■

中
や
羊
を
購
入
す
る
と
.と

は
容
易
で
な
か
っ
た
に
.せ

よ
>
.改

良

：の

道

が

全

く

な

_..
か

0
た

わ

け

で

：
は

な

い

。

':
'
:
:
合

理

的

な
 

輪

作

を

す

、る

考

を

b
o
o
k

 f
a
i
r

と
笑
い
、
と
：う
も
ろ
こ
し
を
連
作
'1
.
.て

«

に

は

西

部̂
移

住

し

て

-
し

ま
-1
:
農

民

ば

か

り

が

い
卜)

わ

ナ

で

は

な 

く

、
：.隣

人

：の

合

理

的

輪

作

を

み

.な

ら
.；っ
て
：、.自

分

も

そ

れ

を

お
^

^
 

た
：ー
に«:
違

な

，い

。

収

穫
.の

差

が.は

っ

き

り

と

、

現

わ

れ

れ

 

ば

、
，そ

れ

は

当

然

で

：あ

.
っ
：
た

。
ゾ

例

え

ば

そ

シ

，デ

：
ィ

ア

ナ

.
の

交

れ

る

ち

へ

七

う

も

ろ

こ

し

が

連

作

さ

れ

る

か

ぶ

で

あ

っ

た

：。
：
，
前

者

の

場

含

、

'い
：エ
，
丨-カ
；
丨

当

カ

小

麦

：：
ー
.
土

ろ
こ
し
四
〇
フ
.ッ
シ
ヱ
ル
が
平
均
収
穫
量
で
あ
^
た

::
:;6

か̂」

^
近
_隣
.：の
や
り
方
‘と
ほ
異
 ̂

-
^
^
、';
:
7-
ィ
モ
^
丨
、
：ク
ロ
ー 

バ
：
丨

の

輪

作

を

お

)」

深
っ
た
一.Jo

s
e
p
h

 R

 i
p
i
u

-sn
l
^
r

.
の

場

食

に

ば,,
'
;,>
::
み
^'
ろ
.こ

し

五0〜

切
0
ブ

ク

、
シ

エ

ル

、

小

麦

ニ

0〜

一
；ー
八
ブ
>

シ
孑

ル

の

収

穫

が

：あ

：
っ

.た

,0
;;
.:-
:::
-
■'
,.
=

'ー：
-;
:
:ソ
パ
'

 ̂

.

. 

ア
メ
リ
ヵ
中
西
部
に
お
げ
る
商
業
的
農
菜
の
展
開 

.
 

b
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: 

七
八
ヽ(

九
六
ニ)

よ
り
：組
織
：̂

改

良

の

道

と

：
し

て

、

農

業

協

会

agricultural 

i
i
e
t
y
.
0

設
立
'や
' 
農
業
共
進
会)f

a
i
r

の
開
催
が
あ
っ
た
こ
と
も
童
要
で
あ

.、る

.。

.
当

時

中

西

謹

州

に

は

多

々Q

農

業

協

会

が

つ

乂

ち

：れ

れ

。

h
*

業
協
会
に
つ
い
て
は
、
ご
く
一 

部

の

上

膚

農

民

と

都

市

住

民

の

も

の

に

す

ぎ

な
.
ぃ
。

.

,: ^

い
.ぅ

批

評

が

あ

り

:.
:
'

' 

.
少

ぐ
'と
..も

初

期
.に
'東
部
諸
#

:に
設
立(

さ
.れ
'た
..も
.：の
'
;に
.
.つ.̂

,て
>̂

^̂ 

し
‘

か
し
、
，
一
A

西

〇

年

代

か

ら

：
五

0

年
代
に
、
：
中
西
部
め
各
地
に
づ
く
ら
楚
農
業
協
会
：の
場
合
に
は
：、：
#
ず
1>
.養

そ

ぅ

は

い

え

な
^

‘ 

‘ 

：

\ 

(

12)

へ 

:

郡

に

設

雄

さ

れ

ァ

郡

の

中

の

^
村

単

位.に

結

成

さ

れ

た

も

め

も

あ

る

。
、

.

.-,(

'八
'-3
:

八

年

の

縛

查

に

よ

 

設
.

立

年

度

：
ゆ

ほ

南

：
一

域

四

0

年

代

後

半

か

ら

五
0
年
代
初
頭
。
.会

員

数

は

平

均

一:
4
0
0
〜

五
0

0

名

：

で
；：

ゥ

：
ォ
.：
^
ン

.
w
a
r
r
e
n

 

(.一

、
一
u
〇

0

)

ベ
ル 

.モ

ン

ト

B
e
l
m
o
n
t
^

、
一
ー
1

四

> 

ク

：ラ
：
丨

ク

：C
l
a
r
k

 

(

一
、
f
l
o
o

)

. 

'
の

如

く

会

員

数

：が

.
千

名

を

越

：
し

V

い
る
^
:
の

も

あ

る

■ 
°

同
年
、
イ
ン
デ
イ
ア 

力
.に
ば
七
七
、W
;イ
：リ
ノ
.イ

に

は

九

四

、
ー：
ミ
：
シ

ガ

ン

に

は

ニ

：
八

、
：
ゥ

：イ

ス

コ

レ

：

-シ

シ

に

は̂

五
0'
農
業
協
会
が
あ
っ
.た
。
千
リ
ノ
イ
.
の

数

字

は

、
.'
ニ 

^

丨
3

丨(

.ク

の

九

七'に
つ
.い
で
全
国
第
一
一
位
，で

あ

る

，

イ

リ

ブ

イ

の

場

合

、

設

立

年

度

は

大

部

分

が

.一
八
五
〇
年
以
降
、
会
員
数
は
や
は
り
平
均 

一
 

1〇

〇〜

五

〇

〇

名

で

あ

づ
.た
。'-
:

'

^

.

; 

'

'

〈

> 

'
:

'■
,
,

.

:

,

.農
業
協
会
.は
耕
作
法
の
改
鹿
や
農
業
機
械
の
導
入
：に
^

努

め

..た
が
へ 

'

と
く
に
優
良
品
種
の
輸
入
，に
よ
る
家
畜
の
品
種
改
良
に
努
力
を
そ
そ
ぎ
、

.

.

.

.

.

.

.
 

\

共
進
会
に
は
富
裕
な
農
民
の
優
秀
な
家
畜
が
出
品
さ
れ
た
:0
と

：ぅ

し

た

：点

が

、
：

’
協

会

や

共

進

会

：
は
.-
-*

街
難
を
招
V
た
；に
.せ
.
.よ
，
.当
時
の
進
取
的
農
.民
.が
畜
産
.業
に
•深
.い
関
、̂
を
；よ
.せ
..て
.
.い
た
こ
.と
.を
.、.
明
ら
.か
.に
示
し
て
..い
る
。
.
.
.
ォ
'
.ハ'イ

ォ

の

マ

.イ

ア 

.ミ
郡
農
業
協
会M

i
a
m
i
p
u
n
i
y

 Agricultural. S
o
c
i
e
t
y

を
例
に
と
れ
ば
、
設
立
は
一
八
四
六
年
九
月
で
、
会
員
^

へ
一
八
五
八
$

は
、

一
、
 

〇
九
〇
名
:'
入
会
金
、
年
会
費
は
共
に
一
ド
ル
、
毎
年
共
進
会
が
開
か
れ
、，
.合
計
六
0
〇
ド
ル
の
賞
金
が
出
さ
れ
石
。
最
«
の
«
金
は
、
最
良
の 

'農
場
に
与
え
ら
れ
る
一
.
五
ド
ル
で
あ
る
.。
ま
た
協
会
は
三
.〇
〇
册
の
図
書
を
そ
な
え
て
'い

今

\
協
会
設
立
以
来「

家
畜
の
.価
値
は
}ー1倍
に
な
り
、
 

農
業
及
び
園
芸
の
あ
ら
ゆ
る
部
門
に
：お
い
て
進
歩
が
お
.こ
な
わ
れ
つ
ク
あ
る
。
土
地
.の
完
全
な
耕
作
と
優
^
品
種
に
よ
る
蕃
殖
は
、
当
郡
に
お
い 

て
一
般
化
し
つ
づ
あ
る
。
こ
れ
ら
す
ベ
'
.て
の
成
果
は
、'
;か
な
り
.な
程
度
、
わ
れ
わ
れ
の
協
会
.に
お
ぅ
も
の
で
あ
%)」

.
と
報
告
者
は
記
し
て
い
る
。

第 ニ 表

A. crAdle使 用 の 場 合

別 ： ' . 联 （1 日 2 ェ 一 カ ー ） S 11.00
結 束  ： 11,00
集 m  ， 11.06
脱 殼 32.00

へ. . ：. . ：. . . '  . . 計 65 .06
チ 一 カ ー 当 り  、 4.07
B. _ r 使 用 の 場 合  ，

別 取 2 人 と 馬 4 頭 （1 日16エー力 一） $ 4. 75
結 朿 • 8.25
集 積 11.06
脱 ， 殼 3 2 .00
機 械 の 利 子 ， 磨 滅 3. 00

計 59 .06
エー: カー当り 3 .69
C. header使 用 の 場 合

刈 取 1人と馬4頭（1 日16エーカ- ) 1 3 .38
稹 上 ■ 7 .50
脱 穀 21.34
櫸 械 の 利 子 ，磨 滅 - 3. 00

計 35.22
モ ー カ ー 当 り 2. 20

.
一，
八
五
一
一
年
ミ
シ

.ガ
ン
州
ヒ
ル
ス
デ
ィ
‘ル

H
i
l
l
s
d
a
l
e

郡

のC
h
e
s
t
e
r 

H
u
n
t

は
、
従
来
、
農
民
が
主
力
を
そ
そ
い
で
き
た
小
麦
生
産
が
不
利

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
，.■「

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
わ
れ
わ
れ
の
農
業
に
は
革
命
が
お
こ
り
つ
つ
あ
る
。
豚
、

羊
、

酪
農
と
ク
ロ
ー
バー

が
、
望
み

. 

< 

.

. 

' 

.

.
- 

•
'
•
'
•
* 

•
.
-

得
る
か
ぎ
り
効
果
的
な
改
良
を
な
し
と
げ
て
い
る」

と
記
し
て
い
る
が
、
ニ
年
飢
に
設
立
さ
れ
た
と
い
う
農
業
協
会
や
、
千
名
以
上
の
入
場
者
が

. 

S

あ
っ
た
と
い
う
共
進
会
が
、.
な
ん
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

農
業
協
会
設
立
や
共
進
会
開
催
を
推
進
し
、
多
角
経
営
を
お
こ
な
っ
た
進
取
的
農
民
は
、
優
良
品
種
の
導
入
、
機
械
の
使
用
、
あ
る
い
は
輪
作 

の
採
用
を
、
単
に
流
行
を
お
っ
て
お
こ
な
っ
た
の
で
は
な
い
。.
彼
等
は
計
算
の
上
に
た
ち
、
利
益
が
あ
る
と
見
極
め
て
そ
れ
を
お
こ
な
っ
た
の
で

. 

: 

(

15)

n

j

l~

I

-
-
-̂

-

-
-

-
----

-
-

-

-

-

-
-----

I

-

-

-1

あ
っ
た
。
以
下
に
比
較
計
算
例
を
あ
げ
る
。
第
二
表
は
大

00
00
06
00
06
07
75
25
06
00
00
06
69
38
50
34
00
22
20

L 

L 

L 

.
も
 

I 

I 

od 

L 

2
- 

0
 ̂

.

ふ
.
.1.
21
.
0
 ̂

.
鎌 Cra<dl 6,..

Î
J
取

機
.

r
s
a
p
s
r
,

糖

先

別

取̂

header,..

s
 

;

叶

.

钱

■

,

計

-

を
使
用
し
て
、
.小

麦

一

六

エ

ー

力

ー

(

エー

ヵ

ー
当

り

ニ

〇

力 

h

.

ブ

ッ

シ

ェ

ル

)

を
収
穫
し
た
場
へ
合
の
収
獲
費
比
較
、
第
三

g

6-
. 

i 

: 

i
)

は
羊
毛
生
産
費
と
利
益
を
三
種
類
の
羊
に
つ
い
て
比
較

31
16

. 

2

 

- )

、

：

1

_■ 

日

，

，

,

し
た
も
の
、
第
四
表
は
通
常
の
方
法

(

と

う

も

ろ

こ

し

と小

- *
頭

'

'

:

■ 

，
頭
.
，
：
.
'.'
.

麦
の
交
互
作
付
.

)

.'
'
に
..ょ
る
小
麦
生
産
費
及
^
利
益
と
改
皮

.

r
- 

4
 

4
 

-

第

.
I
.
.
2 . 

―

 

( 

. 

|
:
が

.
.

,

■

輪

作

法

に

ょ

る

そ

れ

を

比

較

し

：た

も

の

で

：あ

る

。

i

ち
乃 

I

 

a 

: i

2J'

.

.

麵 

I

1a

.

.
齣 

ん
、

こ
う
し
た
計
算
が
正
確
な
も
の
と
ゆ
い
え
な
い
で
あ

4̂
'̂ 

--
I

」

. 

h

v**
、
 

h
/

le
取

束

稹

殼

- ^
3r
取
朿
：積
穀
仔

^

61
,

:取
：上
，穀

仔

'

^

ろ
う
。
'
し
か
し
、
重
要
な
こ
と
.は
：か
か
る
計
算
の
上
に
■た

cr
:
- *
' 

>
i
'
.
' 

V

I
 

-
 

1

，
.

へ.

つ
て
、
新
し
い
農
業
が
お
こ
I

.
れ
て
い
つ
：た
こ
と
で
も 

一
A.
刈
結

'集

脱

.
エ，

B.
別
結
集
脱
機

' 
エ

D.
:刈
，
稹

脱

櫸

：
ラ

：
：

ぃ

:
. 

'

.

.•.
.,
-

•

.:
■

一
.

.
/ 

一

.

'•
り

：、

こ

の

：ょ

う

女

態

度

こ

そ

が

、
'
商

業

的

農

業

の

展

開

を

•
 

•
 

»
 

-
 

ァ
メ
リ
ヵ
中
西
部
に
お
け
る
商
業
的
農
業
の
展
開 

七

九
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(

九
さ
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か
.る
事
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、
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p
s
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p
.
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.
c
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n
t Report, 
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(
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Gates, 

T
h
e
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r
m
e
r
v
A

»qe, 

pp. 314-5.

(

12) 

こ
：の
調
变
：に
よ
る。

' 

> 

_.

(

13) 

Patent 

Report, 

100
5
00
, p. 184,

(
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P
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5
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, 

pp. 273-80.

(

15)
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.'ス..n 
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■シ.s..

州

ヮ

ル

.
ヮ
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ス

 

w
a
^
o
r
t
h
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郡
の■

.George ...Esterly

■'
'に
よ
.る
，%-
の
。
.
.
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(

16) 

P
atent 

Report, 

1851, 

pp. 

300
5 丨 6 ..

オ
ハ
イ
オ
州
マ
リ
オ
ン̂

郡
■の 

+
g
,
^
, 
T
ĉa
.
.
に
よ
る
も
の
。

.
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p
a
t
e
n
t

 

R
e
p
o
r
t
,
,
,
,
1
8
5
1
,

 

p
p
.
.
‘4

3
8
-
9
,
.

イ

リ

ノ

イ

州

ゥ

す
.
ル
.
.w

i
n

.

郡

の
.
.

L
o
r
i
n
g
.

 

H
e

r
r

i
c

k

、
'に

よ

る
: %
の
.。

；
迪

常
.め

方

法
.に

'
よ

る

と

ぅ

も

ろ

こ

し

生

産
 

興

、

改

苠

輪

作

法'に

お

け
.る
.
ク

ロ

ー

バ

ー

坐

產

费

は

あ

げ

ら

れ

：て

レ

な

い

。

.

パ

: '
■

'
へ

. 

..

五

:
自
給
的
農
業
を
お
こ
：な
ぅ
農
民
に
ょ
つ
て
商
品
生
產
が
お
こ
な
わ
れ
る
ょ
が
に
な
る
と
,

生
«
商
品
作
物
た
る
.小
麦
に
精
カ
が
集
中
さ
れ
る
。
 

そ
し
て
小
麦
生
産
を
先
頭
に
し
て
、
商
業
的
農
業
が
展
開
し
.て
ゆ
く
。
そ
の
.頂
点
に
は
巨
大
農
場
が
存
在
し
.て
粗
放
的
経
営
を
お
こ
な
ぅ
。

一
方 

に
は
大
土
地
を
所
有
す
る
大
牧
畜
業
者
が
お
り
、ヾ

畜
産
業
が
*

1

に
お
こ
な
わ
れ
る
。.
以

上

：
の

如

き

.が

ア

メ

..
»
;
力

中

西

部

に

お

け

る

商

業

的

農
業
の
展
開
と
し
て
—*
.般
に
考
え
ら
れ
て
い
.る
図
で
知
ろ
ぅ
。
ム
八
六
〇
年
以
降
の
状
態
を
み
る
と
、
ニ
.
応
そ
，れ
が
正
し
い
よ
5

^
見
え
る
。
し

.

.

- 

...
 

■/ 

:

か

し

,'
'
.中
西
部
に
鉄
道
建
設
が
始
ま
り
、-
別
取
機
な
ど
が
採
用
さ
れ
始
め
、y

各
地
に
農
業
協
会
が
設
立
さ
れ
た
I

A
五
©
银
前
後
、：
商
業
的
農
業 

ア
メ
リ
カ
中
西
部
，に
：お
け
る
商
業
的
農
業
の
展
開 

,

V

 

.
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第 三 表

第 四 表
•* • -

からす表の後に，作付ける場合は夺7 5を加えるa 
乾草 2 トン，種子3 ブッシェルの収撻あり。

肥料使用。
飼料としての茎の価値を含むン 

種子を2 力年収獲する。.

A . 普通の羊の場合

借 方 貸 方

100 頭 $ 100.00 
利 子 6 % 6.00  
飼 育 費 1年 . 75. 00 

181.00
. .

- , ■

羊 毛 300ポ ン ド § 1 0 5 . 00 
(ポンド3 5 セント）

仔 羊 45頭 45 .00 
元からの100頭 100.00

250.00
純 益 ' 6 9 . 0 0

B . ベンシルヴァニブ産メ V ノ羊の場合.. . . .
100 頭 $ 250.00 
利 子  6% 15.00 
飼育费1 年 100.00 

365.00
..

羊 毛 300ポ ンド r $ 150.00 
(ポンド5 0 セント）

仔 羊 4 5 頭 112. 50 
元からの100頭 250.00

512.50
純 益  147,50

C . ヴアモント産フレンチまたはスパニッシュメリノ羊

100 P  $ 1,000. 00 
利 子  6 %  60 .00 
飼育費1 年 ： 100.00 

) •  1,160.00
....... ：

羊 毛 ：600ポ ン ド : S 300.00 
(ポンド5 0 セント）

仔 羊 4 5 頭 450. 00 
元からの100爾 1,000.00  

1 ,750 .00
純 益  590.00

A. 通 常 の 方 法 (ュ - 力 —当 1) )
年 度 作 物 生産費 収 獲 铒 収 入 ' 純. . 益

1 左 う も ろ こ し , ■ - ......
2 小 麦 34 .91(a) 12bu. 3 8.40 $ .3. 49

B. 改 良 輪 作 法 （主 一 カ ー 当 り ）

1 ..ク'ロ -rバ ブ (b) .ぐ ' ：.. . . .
2 ク ロ-..一 V"> -•一 ' ノ

3 小  麦 . $ 8. 00 20bu. 3 1 5 .00 S 7,00
4 と う も ろ こ し 13.38(c) 75 30 .75 ⑷ 16.37
5
6

小  麦  

{ 大  麦1テ イ モ 、ン.一 (e)
6.007.455.25

20405
16-00 ⑷  

17.25(d) 10.75(d)
10.00 9 .80 5.50

a
 

.

b

cd
. 

e
\
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•
お

し

進

め
^

い
っ
た
の
で
あ

'る
"
':
'
'
'
.
し」

.patent 

R
§

r
t
v
.
l
8
5
2
'
p
p
.

 2
4
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丨 5.

.

(
2
)
、
.patent.::Retport,:.'185Q,. pp.;19s

■
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2
Q
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(

3)

例
え
ば
つ
ぎ
の
論
文^:
参
照
。Gates, 

I
V
W
.
'
'

H-arge-sc^le 

F
a
r
m
i
n
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in 

Illinois, 
1
850

し1870,; 

Agricultural H
i
s
t
o
r
y
'
V
o
l
.
6, 

N
o
.
1 

:
.
(
1
9
S
2
)
，
pp. 

1
4
-
2
5
*

v:
'-
. 

:

■■
:
 

ノ

(

i
 

.な
お
彼
等
に
は
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
と
同
時
に
ザ
エ
ン
.卜
.

ル
.：

マ
ン
；

：フ
ァ
！.
.マ：！
と
.い
う
面
も
あ
つ
た
タ̂ 

•

Ii

i

琢經金® ® ^



品 目
. . .  ....

作付而猜 収 m 収 人

とうもろごし .70 ェ 一 力 - * ’ 4,000 ブ 5' 、ヘ ル $ 800
小 麦 :, 70 " 1,650 " 825

\ 犬 ...:':' 麦 30 " 600 " 375
か ら す 麦 7 〃 300 45
m 肉 • . : .• 318
パ タ :• 牛 ，― ズ 500
子 -中 ■ • , ' .... ..... 50
果 実 100

計 .■ 3,013

....
'入

'-
7

00
;

25
75
;
-

.

;

^
1b
;

00
-
.

5q
:

:

:0 6
、

1 3
.

の

展
開
が
'
開

始

さ

れ

た

時

期

.に

^

.“
状
態
は
異
*

.:'
0
.

^

必
，た
。
.そ
0:

先
：頭
^

立

ら
;̂
:

..い

.る
の
.は
ぐ

8 

8 

3 .
 

3 

- 

5

-
'.
.
1
.
o 

- 

- 

'
.

;.

■
■'.
:

-

.ノ'
:
.-
 

.

.■'

.

..S.

,':.,収
：：

：::
'
'
f 
 ̂

::

ハ
ン
；'

：:
'畜
産
業
を
.と
0

い
れ
た
.多
角
経
営
を
■お
^
馆

う

廣

民

で

あ

り
，
^̂

$

ひ

，
こ

'
'
.
想

像

が

成

長

^

た
«

で
あ
つ
^
と
も
^

表

，

-

R

00
65
60
30
ラ

ッ

セ

七

が

卩

.

3

0

^

.

1

1

1

^

^

叫

6
誶

卩

货

8
1
1
^
1
1
3

け

.，
と

'呼

ん

で

い

る

：
芒

 

の

4
 

1
 

V 

'
•
: .■

: 

L

.「 

.
，

■

■- 

;
'
.

.
.

■• 

/ 

*

.

.
'

;!

':
1
:

.

し
農
場
は
广
ミ
タ
ガ
シ
に
あ
り
、
，
ク
.

ロ.
丨
、、
5

|

三
年
、'

と
'

う
も
ろ
こ
し
、
小
麦
：の
輪
作
が
，お
こ
な
わ 

' 

:
S

 

?

 

«
V
.
V 

^

:

'
;
れv

い
た
.が
、
優
良
品
種
の
牛
が
飼
育
さ
.れ
、，

第

作

'.
70
70
:
30
7
 

>
.'
.■
'.
.

'

.

_
主

張

し

て

い

た

。

ま
た

、

ィ

シ

デ

ィ

ァ

ナ

^
七

ゾ

デ

ィ

ァ

ナ

ポ

リ

ス

附

近

に

こ

三

左

び

エ

ー

ヵ
ー

:

>

麦

：
麦

：
麦

肉

；
ズ

身

.
実

,

.

;

の
農
場
を
も
0
て
.い
た
：1
!
1
^
1
1
1
:
8

君
0
1
1
;
の
経
営
は
第
五
表
の
如
き
;%
の
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は

一

■
:
.，、
ろ
' 

'
.
.
す
.

.
チ：

,

^

 

.

.

.
■'
八
五
ニ
年
の
も
.の
で
あ
る
が
、''
彼

は

こ

，
の
農
場
を
ー
ー
.
1

〇
年
以
前
が
ら
所
有
し
、
当
時
、
馬
六
頭
、

.

.

ロ

 
m..

う

:

ら

:

タ

ぐ

：

.
乳牛ニ五：

頭、、

子牛一一五頭

'

羊
六
〇
頭

'.

參
ー

0

頭を
飼腎
し

’

別

取

機

、

脱

穀

機

、

と

う

も
 

と

小

犬

：

か
：豚
' パ
：子

果

.

：
• 

(

2 

>
一
 

：

:

.

.
■

:

:

.

.
ろ
.こ
し
脱
粒
機
.

c
o
r
n
s
h
e
l
l
e
r

を
使
用
し
て
い
た
。

.

と
こ
ろ
で
、
か
か
る
経
営
が
.次
第
に
成
長
し
、..あ
る
段
階
.に
達
す
る
：と
"
そ
の
地
域
の
自
然
的
条
件
及
び
市
場
条
件
に
適
し
た
部
門
に
専
門
化

し
て
、
そ
g

果
、
.
酪

農

馨

、
と
う
も

S

し

馨

、

「

小
I

帯
I

が
形
成
さ
れ
$

多
角
経
営
の
順
調
な
成
長
が
阻
ま
れ
、
、

#

一
 

作
物
を
生
産
す
る
粗
放
な
経
営
が
前
面
に
現
わ
れ
た
の
で
あ
つ
■

て
、
こ
の
こ
と
が
、
中
西
部
に
お
け

.
 

•
 

.

.

.

.

.

. 

- 

- 

•

る
商
業
的
農
業
の
展
開
の
特
徴
で
あ
る
と
同
時
に
，

。

そ

の
初
期
の
姿
を
見
誤
ら
せ
る
原
因
と
な
つ
て
い
る

。
最
後
に
、
な
ぜ
多
角
経
営
が
順
調
に 

成
‘長
で
き
众
か
つ

.た
の
.か
を
考
察
し
ょ
う
。

ア
メ
リ
カ
に
お
げ
る
農
業
革
命
と
い
う
と
き
、
そ
の
時
期
と
内
容
に
つ
い
て
は
：、
多
く
の
異
な
.る
見
解
が
あ
る
。
し
か
し
、
産
業
革
命
と
関
連

さ
せ
て
、

一
応
そ
の
時
期
を
一
九
世
紀
中
葉
と
し
、
農
業
機
械
化
と
科
学
的
輪
作
の
採
用
を
主
な
内
容
と
考
え
る
見
解
、か
、
か
な
り
の
妥
当
性
を

(

3

)

も
'っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
見
解
を
と
り
い
れ
る
な
ら
、
中
西
部
に
お
け
る
農
業
革
命
の
推
進
者
は
、
' ま
さ
し
く
か
.の
進
取
的
農
民
で
あ
っ 

た
、
と
い
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
彼
等
の
農
業
は
、
.技
術
的
に
そ
れ
ほ
ど
水
準
が
高
く
.は
な
か
っ
1
。
輪
作
は
必
ず
し
も
完
全
で
な
か
.っ

: 

• 

: 

. 

■ 

: 
" 

:

Jy

た
し
、；
肥
料
よ
ヴ
も
深
耕
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。：.
農
業
機
械
.に
し
て
も
、
'
.
八

-3
5
:
0年
前
後
の
.そ
れ
は
ま
，だ
改
善
の
余
地
が
多
か
っ
た
。

何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
は
、;
昔
な
が
ら
の
方
法
を
固
守
す
る
農
民
と
.の
競
争
に
お
い
て
、
進
取
的
農
民
の
有
利
さ
が
決
定
的
と
は
い
え
な
か
っ 

た
こ
と
で
あ
る
。
第
ニ〜

四

表

に

見

る

雙

、
進
取
的
な
方
法
が
従
来
の
そ
れ
よ
り
は
有
利
で
あ
り
、：
不
作
の
年
に
は
多
角
経
営
ば
抵
抗
力
が
強 

か
，
っ
た
。

し

か

し

、

土

地

の

豊

沃

さ

の

お

陰

で

粗

放

的

単

作

農

業

に

，
よ

っ

て

も

；か

な

り

の

収

穫

が

あ

り

、

.
：％

ナ

シ

、ザ‘
フ
ァ
ー
ム
の
如
く
、
そ
れ 

.を
大
規
模
に
お
こ
な
え
ば
、
少
く
と
'も
：一
時
的
に
は
、
輪
作
を
お
こ
な
う
進
取
的
農
民
よ
り
大
き
な
利
益
を
|#
-
.
こ̂
と
.が
で
き
.た。
し
た
が
っ 

'て
、
多
角
経
営
を
お
こ
な
う
農
民
は
、，：
個
々
：の
作
物
の
生
産
に
つ
い
て
は
、
粗
放
的
大
経
営
と
の
_

争
に
#

い
：て
不
利
と
な
り
、
多
角
経
営
.の
発

, 

へ5 ) 

■

展
よ
り
も
単
一
作
物
の
粗
放
的
大
経
営
の
方
向
に
ひ
か
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
ン
：

，.
ハ

，

.
畜
產
令
の
部
門
に
お
い
て
も
、
；
か
か
る
：事
態
が
見
ら
れ
.た
：。
_ま

た

>'
中
西
部
の
大
牧
畜
業
者
は
：

r

し
ば
じ
ば
土
地
投
機
業
者
の
伽
面
を
も
ち
、
■ 

土

地

投

機

の

：利

益
.を

牧

畜

業

に

投

じ

た

ゥ

、
：
，
逆

'に
牧
畜
業
の
利
益
に
：.よ
.り
転
売
用
，の
；土
地
を
購
人
し
：た
り」

^

こ
れ
は
大
農
場
経
営
者
の
場
合

に
も
見
ら
れ
た
：こ
と
で
あ
る
が
、
多
角
経
當
に
お
い
て
も
畜
産
面
の
拡
大
と
共
に
大
土
地
が
購
入
さ
れ
:
そ
の
結
果
と
し
て
土
地
投
機
べ
の
傾
き

. 

■ 

• 

. 

' 

.

.

.

.

. 

.

.

が
生
じ
-'
'健
全
な
農
業
経
営
の
発
展
が
妨
げ
ら
れ
.る
.可
能
性
が
：あ

0
た
ブ
：
-

パ

'

:

:,

)

、

.
:

.
V

し
：
'
.
' 

' 

'
•

V

粗
放
的
経
営
が
集
約
的
経
営
よ
り
%•
利
で
あ
る
と
.い
う
状
況
は
，
本
来
あ
く
ま
で
^

ー̂
，
時

的

な

現

象

で
^
る
が
、
,フ
：ロ
ン
テ
ィ
ア
の
西
漸
に
伴
：

:

っ

て

そ

れ

が

く

ゥ

返

：さ

れ

た

た

，め
ゾ
：

'中

西

部

に

.
#
い

て

は

永

続

的

様

相

を

呈

し

た

,°
か

く

し

て

、
..
,
農

業

苹

命

の

推

進

者

で

あ

づ

た

進

咬

的

農

民

の

 ̂

- 

. 

.

.

.

. 

. 

- 

, 

. 

. 

.

.

.

.

.

.

.
 

. 

.

«
調

な

成

長

を

妨

げ

た

の

は

、

：フ

ロ

ン

：：テ

.ィ
ア
へ
の
存
在
で
あ
：
っ

^
と
：も
い
え
よ
う
。
ま
た
、
'以
^
に
お
い
て
は
ふ
れ
僉
か
づ
た
賃
労
働
の
観
点
か

■ 

. 

.

.

.

 

.

.

.ち

も

、

：ほ
：ぼ
：同

様

な

と

と

が

い

え

る

。
；
多

角

経

営

を

お

：こ
：
な

う

農

民

が

，

:
.
lv'
:
:
p 

:

;
ア
メ
リ
ヵ
中
西
部
に
お
け
る
商
業
的
農
業
の
展
開
，
' 

.

:

■

.

.

V
 

'

ご

一

八
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:

?)

■

. 

■ 

' 

, 

' 

. 

八
Eg
s

ハ
八)

で
き
る
。
l
:l
>:か
：為

営

甚

大

に

あ

た

：I

集
 

っ
た
。
と
う
も
ろ
こ
し
ば
か
り
何
十
年
も
連
5

て
、
土
地 

「

を
疲
弊
さ
：せ
て
し
ま
っ
た
.瞵

人

は

、
，
.進

取

的

農

民

-0
下

：で

農.業
労
働
者
と
な
る
の
で
は
な
く
、
西
へ
行
っ
て
藤
農
法
を
く
り
返
し
.た
。：：.一
：八
五 

〇
年
前
後
、：
多
数
移
住
し
で
き
た
外
国
移
民
も
、ス
ー
時
は
<
業
労
働
渚

>

;&
'

6

^

や̂
が
て
フ
-ロ X

テ
ィ
ァ
に
土
地
を
得
■て
独
立
し
た
農
^
に 

な

ら

存

も

ち

ろ

ん

ハ
_

 

中

羅

に

お

け

る労
働
力
の
不
足
と
フ
口ン
テ

ィ
ァ
の
存 

.
在

ど

の

関

係

は

明

ら

へ

か

で

あ

^

:
,
'商
篆
的
農
業
の
展
開
を
推
進
し
た
進
取
的
農
民
が
、
農
業
資
本
家
に
成
長
し
て
ゆ
げ
な
か

づ
た
原
因
の
一
.つ
は 

.

フ
ロ
：
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
に
;あ
る
と
い
：つ
て
よ
-い
0
: 

;

.
::
■
:
.
,
.

 

:

'

.

'.
:.
•

,

.

:

;

メ 

I

中
西
部
に
知
け
る
商
業
的
農
業
の
.
展

開

は

、
：
： 

一■直
線
に
お
こ
^

^

の
成
立
に
つ
な
.が
る
も
め
：で
為
な
か
っ
た
。

—*
九

世

紀

中

葉

、

自

給

的

農

業

が

ら

、
，
，
商

業

璧

»

へ
の
.転

換

：を
：推

進

し

、

.

.輪

作

、
へ
機«
化

、

品

種 

改
良
な
ど
，に
ょ
っ
て
農
業
革
命
へ
の
道
を
切
'^
.開
い
た
''
多
角
経
営
を
お
こ
な
う
農
民
は
、

プ
-レ
.丨
リ
ー
の
開
拓
進
展
に
と
も
な
っ
て

挫
折
し 

た

。
，
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と
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